7 ニユアルのほいかた 


^まむしてお使いいただくために- S 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 
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セットアップガイド- . ^取扱説明書 




广 MAWP/bWB %. 

•パソコンの準備 


• 電源の入れかた 

• Windows のセットアップ 


• 各部の名前 

•電源の切りかた 


• 増設メモ1」の取り付け/取りはずし 

• Q & A 集（電源び入らないとさ） 


•パ'ッテ U パックの交換 

■ U カバ U (再セットアップ） 


• システム環境の変更とは 

• デイ1」ーケアとアフターケア 

など 


など 
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广オンラインマニュアル（本書）- . 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

画面で見るマニュアル『セットアップガイド』 

•パソコンを買い替えたとき 

•パソコンの基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•パ'ッテ U で使ラ方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 

など 
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^リリース情報- . 

• 本製品を使用するラえでのを意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに-匿 !■ U リース情報について」 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになった後は、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


KB 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を 
术しよ 9 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルや他のマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合'''「」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 


*1 重傷とは、失明やけび、やけど（高温'低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 


本書では、次のように定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステムの S ) をおします。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows Vista 

Windows Vista ™ Home Premium、Windows Vista ™ Home Basi 巳または Windows 
Vista ™ Busin 己 ss を示します 0 


ドライブ 

DVD スーパーマ)レチ ドライブ/ DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ/ CD - ROM ドライブを示し 
ます。内蔵されているドライブはモデルによって異なります。 


DVD スー パーマルチ ドライブモデル 

DVD スーパーマルチドライブび内蔵されているモデルを示します。 


DVD-ROM&CD-R/RW ドライブモデル 

DVD - ROM & CD - R / RW ドライブび内蔵されているモデルを示します。 

CD 书 OM ドライブモデル 

CD - ROM ドライブび内蔵されているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007および Microsoft ® Office OneNote ® 2007びプレイン 
ス I -ールされているモデルを示します。 

モデルによっては、 Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007もプレインストールされている 
モデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能び内蔵されてし、るモデルを示します。 

TXW シリーズ 

dynabook Satellite シ U - ズで、モデル名び 「 TXW 」 で始まるモデルを示します。 

T30 シリーズ 

dynabook Satellite シ U - ズで、モデル名び「下30」で始まるモデルを示します。 

ご購入のモデルのシ U - ズ名、モデル名、仕様については、別紙の 『dynabook **** (お 
使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してください。 
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mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「* * * * シ U - ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

• ァプリ ケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは内蔵八ードディスクや付属 
の CD/DVD か日インストールしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 

• 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
•本書では、コント□-ルパネルの操作方法について「コント□-ルパネルホーム」に設定して 
し、ることを前提に記載しています。「クラシック表示」になっている場合は、「コント□-ル 
ノ（ネルホーム」に切り替えてから操作説明を確認してください。 

コント □- ルバネルホームとクラシック表示 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 


¢1 Trademarks 

• IVIi 巳 「 osoft 、 Windows 、 Windows Media、Windows Vista 、 Ex 巳 el 、 OneNote 、 


Outlook 、 PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における 
登録商標または商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Centrino 、 Celeron は、アメ U 力合衆国およびその他の 
国における Intel Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• Ma 邑 icGate 、 メモ U — スティック、メモ U — スティック□ゴ、メモ U — スティック Duo 、 
メモ U - スティック PRO 、 メモ U - スティック PRO Duo は、ソニー株式会社の商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （ぶ >) 

• SDHC □ゴは商標です。（胃') 

• xD - ピクチャーカード™は、實±写真フイルム株式会社の商標です。 

•し LINK 、 し LINK □ゴは商標です。 

• Confi 旨 Free は、株式会社東芝の登録商標です。 

• InterVideo 、 WinDVD は InterVideo Incorporated の登録商標または商標です。 

• McAfee 、 VimsScan およびマカフィーは米国法人 M 巳 Afee , Inc . またはその関係会社の登 
録商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• 旨00ステイックは、 NTT レゾナント株式会社の商標です。 


本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場合びあ 
ります。 


mm インテル Centrino Duo プロセッサー • テクノロジーについて 

次の3つのコンポーネントを搭載したパソコンをインテル Centrino Duo プ□セッサー-テク 
ノ □ジー搭載と呼びます。 

• インテル® Core 2 Duo プロセッサー 
• モバイルインテル® GM/PM 目巨已 Express チップセット 

• インテル® PRO/Wireless 3白4已 ABG ネットワーク-コネクション-フアミ U - 

8 










la プ□七ッサ （ CPU ) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力はなのような条件によって違しが現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプタを接続せずノ（ッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000メートル （3. 280フイート）しソ上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3□で（高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。これは、 
当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。なお、 
このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨する巧 
態にて本製品をご使用ください。 

■巨4ビットプ□セッヴに関するを意 
* インテル Core 吕 Duo プ□セ ッサーを 搭載したモデルのみ 

巨4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するよラに最適化されています。 
己4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインス!ルされている 
•己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
• 己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 日4ビット対応のデバイスドライバびインス I -ールされている 
•己4ビット対応のアプ I 」ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデバイスドライバおよびアプ U ケーシヨンは64ビットプ□セッサ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

この他の使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につい 
ては東芝 PC あんしんサポート 0] 20-97-1 048にお問い合わせください。 
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MM 着作権について 

音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ちおよび 
著作権者の権利び保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまたは家庭内 
で使巧する目的でのみ行うことびできます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複製 
(データあ式の変換を含む)、改変、複製物の譲愈ネットワーク上での配信などを行うと、惜作 
権侵害」 r 著作ち人格権侵害」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあります。本製品 
を使巧して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 


■1 遅リリ—ス情巧について 


ruu —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報] 
をク I 」ツクする 


MM 巧い終わつたとを 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数曰 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

ス U — プ/電源を切る『セツトアップガイド』 


10 










•本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ストールしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!-ールした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『セットアップガイド』に記載している手順じ(外の 
方法で、パーティションを変更•削除•追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊す 
おそれびあります。 

• モデルによっては 、 Windows Aero 機能は、ご購入時の状態ではオフに設定されています。 

•内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD からインス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定められたを件じ(がで、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いにはミ主意してください。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、保守サービスに連絡してください。有償にてパスワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客 
様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のためのパスワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能を 
備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。セキュリティの 
問題の発生や、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウェアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーション起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーションを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書は表おされな 
くなります。 U カバ U を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書兼お客様登録力ード』は、「東芝保証書」と「お客様登録力ード」を中央の切り 
取り線で切り離せます。 r 東芝保証書」は記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。付属 

の『お客様登録力ード』または醉社ホームページで登録できます。 

mm 詳細について r 付録0お客様登録の手続さ」 

m [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをミ主意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してか日[続行]または[許可]ボタンをク U ックしてく 

ださい。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってくださ 

し、。 
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巧いはじめる巧に 

前のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソフト 「PC 引越ナ 
ビ」やシステムやアプリケーションを購入時のげ態に復元するための 
リカバリディスクを作成する方法について説明します。 


1前のパソコンのデータを移巧する 


- PC 引越ナビ- . 14 

2リカバリディスクを作る . 20 







M のパソコンのデータを巧巧ずる 

-PC 引越ナビー 


パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ U ケーシヨンです。事前に次の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
びでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータび保をされているパソコンを r 前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 

I パソコンの仕様を確認する _ 

■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、なのシステムに対応しています。 

♦システム *1 

Windows 98 SE/Windows Me/Windows 2日日日/ Wind 日 ws XP Home/Windows 
XP Professional/Windows Vista 

*] マイク □ ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してくださし、また 、 「Internet 

Explored のバージヨンが「日 SP1J 上であることを確認してください。それ外のバージヨンの 
場をは、「日 SP1 」 を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows 98 SE---Mic 「 曰 soft® Windows® 98 Second Edition operatin 畳 system 日本言吾版 
Windows Me--.Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 日本言吾版 
Windows 2 日日〇 … Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system 日本語版 
Windows XP Home-.-Micros 曰 ft® Wind 曰 ws® XP Home Edition 曰 peratin 呂 system 日本言吾版 
Windows XP P 「 日 fessinal.-.Micros 曰 ft® Windows® XP Professional operatin 呂 system 日本言吾版 



前のパソコンの動作環境について 


あらかじめ、附録 n ご使用にあたってのお願い」を確認してください。 


■使用できるメディアや環境を確認する 

設定-データの移行をするには、次の方法びあります。 

•メディアを使用する 
•ネットワーク （ LAN ) を使用する 
•ク□スケーブル （ LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかか日、移行する設 
定-データの容量に適した方法を還んでください。 

「 PC 引越ナビ」で使用でさるメディアはなのとおりです。 

• CD-R • CD-RW • DVD-R • DVD-RW • DVD+R 

• DVD 十 RW • DVD-RAM • USB フラッシュメモ U 
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使 3 は！：^める前に 




I ■前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


本製品で使用できるメディアについては、「2章且-□:使えるメディアを確認しよラ」で確認 
してください。 

前のパソコンでどのメディアび使用できるかを確認し、移行に使用するメディアを選択し、必 
要な場合は購入してください。また、フォーマットび必要なメディアは、あ日かじめフォー 
マットしてください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、メディアの容量びルさいと、数回に分けてデータをコ 
ピーすることになりますので、大容量のメディアを移行用に使用することをおすすめします。 

I 巧巧で宝る設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」で移行でさる設定とデータは、次のちのです。 

• Internet Explorer の設定 

-[お気に入り]フォルダの設定 
- cookie 

- RSS フイールド （Internet Explorer 7と Internet Explorer 7間の移行のみ） 

. ホームページ（スタートページ）の設定 
-□一カルエ I 」アネットワーク （ LAN ) の設定 

• Windows メールの設定 

初期状態で登録されているメインユーヴの; 欠のデータを移行でさます。 

-アドレス帳の内容 
-メールデータ 

-アカウント情報（メールアカウント、ニュースアカウント、ディレクト U サービスアカウント) 

• Microsoft Outlook の設定 

*「 Micraso け Outlook 」 は Office 搭載モデルにのみ付属およびインス! -- ルされています。 

Office び搭載されていないモデルの場合、な前にご使用されていたバソコンになちされている 
[Microsoft Outlook ] のデータを本製品に移行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に市販の 
[Microsoft Outlook ] を本製品にインストールするぶ、要びあります。 

-個人用フォルダに含まれるデータ 

-電子メールアカウント設定 (Exchange Server . POP 3、 IMAP 、 HTTP ) 

-その他の設定（個人アドレス帳、仕訳ルール （Outlook 2007では仕分けルール)、署名) 

•[ドキュメント ] (Windows Vis ねでは[マイドキュメント])フォルダに保ちされて 
いるファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したときのユーヴ名の[ドキュメント（マイドキュメント)]を移行 
でさます。 

•デスクトップ上のファイル 

「 PC 弓陋ナビ」を起動したときのユーヴ名のデスクトップ上のファイルを移行できます。 

• 任意のフォルダに含まれるファイル 

移行したいファイルを指定することびでさます。指定はフォルダ単位で行います。 



使いはじめる前に 
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前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


^: 


移行でさる設定やデータについて、詳しくは、 「 PC 引越ナ 
ビ」の駐細説明弓 I っ越し可能なデータ]画面でお語し 
て < ださい。 

[ PC 引越ナビ機能選択]画面で [ PC 弓陋ナビを初めて 
使ラちは、こちらを還択してください 。]をクリックする 
と、2ページ目に表示されます。 

巧りたい項目のアイコンをクリックしてください。 


q PC3lB サヒ Verio 




操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D ご使用にあたってのお願い」を確認してくださし、。 


ミち意制限事頃を確認する 


なの手順で、 「 PC 引越ナビ」のを意制限事項をお読みください。 

T 30 シ U - ズの場合、 「 PC 引越ナビ」は、購入時の状態ではインス!ルされていません。 
インス!-ール方法は r 本節™インス!-ール方法」を参照してください。 

V デスクトップ上の [PC 引越ナビ](謎）をダブルクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

B 画面下の？をクリックする 
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使3は！：^める前に 


「 PC 弓瞄ナビ」のヘルプび表示されます。 

目;欠で[ミ主意制限事項]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目をよくお読みく 
ださい。 





































































_11 前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 

操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定-データや使用する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れは;欠のとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行ラとよいでしよラ。 


移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかか日、前のパソコン 
と本製品の仕様や、移行するデータの容量を元に 
移行方法を遇択します。 


本製品 


CD/DVD USB メモ U 




ネットワーク （ LAN ) 

ク□スケーブル （ LAN ) 



「こん包プ□グラム」を コピーす る 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つにまとめ 
るプ□グラムです。 

移行方法をネットワークにした場合は、本製品の共有 
フォルダにコピーしてください。 

移行方法をメディアにした場合は、メディアにコピーし 
てください。 


本製品 




コピー 


USB メモ U 


r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移行 
する複数のデータを]つのファイル（「こん包ファ 
イ J レ」）にまとめます。 



前のバソコン 


USB メモ U 




夕乍成 


「こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行方法 
をネットワークにした場合は、本製品の共有フォルダに 
コピーしてください。移行方法をメディアにした場合は、 
メディアにコピーしてください。移行する データの 容量 
によっては、「こん包ファイル」は複数作成されます。 
すべての「こん包ファイル」をコピーしてください。 



前のパソコン 


コピー 



USB メモ U 


r こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を本製品で開き、コピー 
します。 


本製品 




USB メモ U 




































前のパソコンのデータを移行する -PC 弓陋ナビ- 


眶■インストール方法 

*T30 シ U— ズのみ 

T 30 シ U - ズの場合、 「 PC 弓腿ナビ」は、購入時の状態ではインス!ルされていません。 
なの手順でインス I ールしてください。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨン 
の再インス!ル]をクリックする 

1^ [セットアップ画面へ]をクリックする 

Q [東ちユーティリティ]タブをクリックする 

画面左側の [PC 引越ナビ]をクリックし、 UPC 引越ナビ」のセット 
アップ]をクリックする 

画面の指示に従ってインス I ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
ください。 


起動方法 

デスクトップ上の [ PC 引越ナビ](謎）をダブルクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 弓陋ナビ]をクリック 
して起動することちできます。 

[同意する]をチェックし①、[巧へ]ボタンをクリックする② 

使巧許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 


:巧臣に向是される方のみ. rpc 弓I宙すビ JS ごを用くだ; 


この契約 3. お吾博とま吉い’ソコンシステム巧氏会 fl < U 下巧社化けホす)との間のソつトウェアのほ用巧宙契机 < U 下ホ契的化しい S す)です。 

亞扣 HI 保する本ソつトウ I ア里品 OU 下「本ソつトウ!•ア J と U ほす)について. 6吉糕が本ソ7トウ I ア S こ*用こなる前 I こおす本契的書 S お H みくたさい。 

お BW が本ノフトウ I ア5こ《用 I ごかた) a & l 3. その《用《を,て.お居》1»段巧こ间ち3れたをのとみ?》し B 社とち再》の苗で本段約がが立したを 
のとさせて I すこた fS す。 

弟1実巧用の巧巧 

1. M 社136吉梯こ巧し本契的 I こきづき.日本国内こおいて本ソつトウお吾糕のい’ソエでほ巧する3開占8及巧 f 昭巧!も S す， 

2. お吾協 J . バックアッブのたのこ本ソ:かな t ア S 1 がたけコビーすることがでさ S す。 

もしそれ《外で本ソ孔ウ I ア S コビーする巧合け. B 社の事前の丰巧か'£'要汉 iJST 。 

ま& 宙 fE 宿呈 

1. 本ソ>ウ1アに M す5吾け宿呈 aiRM 居垣その化の@1113. «社1こ思居し5す。 

2. お吉糕は.本 ' J つトウ!•ア I こま円された亞 a の吾冊1幸の巧 fi 该モ巧 I 临スけ巧苗しな ■ 1ものとします。 

実:: ft 巧!：[の南回 

1. 的出 3. お吾桂が亞江の定めた ffl ミのキ I 向こ受ウして本ソ孔ウ I アを S 用した巧ミのみ.本ソリウ iTWM 社の定めた比描こなって1削巧ること巧* 
1正1*す。 

巧しお客 S の I むコンが M 社の定め t ：7 ベレーティンヴシステム対 S 用しかつ正当 I こほ用ホた巧巧下 I 亦ること S 実14とし S す。 

2. 面届の南定 I こかがりらす.职 ilj . 本ソ，ウ1ア打ホ客糕の肯定の目8うのたのこ®当であること.もしくはち用であること . S 扫3本ソ:かな!•ア I こ Sffi が 
化 I こと S 话!：[す5もので13あ iJS せん。 

3. 的出 3. 本ソコトウ17のほ用 I こよって化のアプリプーシ3ン S た13テー51こ生じた担吾その化の相をこつ I てけ.舍任さ有い S せん。 

実 4* 刖旧事届 

1. お吉糕は.本 ' J つトウ!•ア I こ： X てリバース’エンジニアリンヴ. ii コン1 ;イル.宙ア它ンブルまた13惜正. e 硬呈窗巧こと13でさ S せん。 

2. あ吉株は.巧田の）；ソコソなソ7トウ I アモインストールして度ちすにと13で？まだん》 

3. お吉糖3.いか g る巧合 I これても,本ソコトウ I アの? I お S 実ミ窗こ？)して B 思！原，お直 S たは再度用巧宙呈否行にと I 巧き se ん。_ 

弟度6さ田の刖旧 I 

1. 本ソつ卜な!•アに M す5拍社のな i 正は.実3実 I こ定める语正こ祀けはらのとはす。 I 

2. 的出3.いかなる:場ち I こおいても.本ソ孔な!•アのほ用：た13皮用不たか6£する面括 I 信吾.销||の) I 吾 S た13术生阿自舌 <事君陥の巧失.事美の 


:桂が亞江の定めた ffl ミのキ I 向こ受ウして本ソ孔ウ I アを S 用した巧合のみ.本ソリウ iTWM 社の定めた比描こなって1削巧ること巧* 




:ち用であること. S 扫3本ソつ卜な!•ア I こ Sffi が 


t って化のアプリプーシ3ン S た13テー51こ生じた担吾その化の相をこつ I てけ.舍ほさ有い S せん。 


5. お直 S たは再度用巧宙呈 S 行うこと I 巧き se ん。 


f る面括 I 信吾.肯 Si | の) I 吾 S た13术生8巧自舌<事 IBi|a の巧失.事美の 


を意事項び表示されます。内容を確認し、[□ロボタンをク U ックしてください。 


使いはじめる前に 
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引さ続さ、説明画面び表示されますので、内容を確認しなか日、操作してください。 









I ■前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


I 説明画面について _ 

■操作に困ったとさ 

[説脚ボタン、または[詳細説明]ボタンをク U ックすると、表示している画面の詳細説明び 
表示されます。 



■説明画面の操作方法 

画面の構造は、次のとおりです。 



説明び表示されます。 


ク U ックすると元の画面に 
民りま-9 〇 


説明のページ数と現在説明 
している位置を示します。 


ク U ックすると前のページに 
民りま-9 〇 


ク U ックすると;欠のページに 
進みます。 



使いはじめる前に 
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* DVD スーパーマルチドライブモデル、 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブモデルのみ 

* CD - ROM ドライブモデルでは、本機能を使用できません。 

本製品には、モデルによって、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元するための 
U カバ U (再セットアップ）ツールび内蔵されています。 「 TOSH 旧 A Recovery Disc 
Creator 」 を使って U カバ U ディスクを作成し、あ日かじめ、 U カバ U ツールのバックアップ 
をとってお<ことをおすすめします。 

何日かのトラブルで八ードディスクか日 U カバ U できない場合でも、 U カバリ ディスクか日 U 
カバ I 」をすることびでさます。 

U カバ U ディスクびない状態で、八ードディスクか日 U カバ U び行えない場合は、修理び必要 
になる可能性びあります。購入店、または保守サービスに相談してください。 



「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では、なのメディアを使用できます。 

作成するメディアの種類は 、 [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面の[ディスク構成] 
で確認でさます。 

DVD スーパーマルチドライブモデルの場合 

• DVD-R • DVD-RW 

• DVD+R • DVD+RW 

DVD - ROM & CD - R / RW ドライブモデルの場合 

• CD-R • CD-RW 

あらかじめバックアップ用のメディアを用意してください。 [ TOSH 旧 A Recovery Disc 
Creator ] 画面で表示されるディスク番号び、必要な枚数です。複数枚使用する場合は、同じ 
規格のメディアで統一してください。 

メディアに〕いて/メディアの使用推奨メ-力 — 

* 使用できるメディアについて、に章 □ CD や DVD を使う」を確認してください。 

•推奨するメーカのメディアを使用してください。 

•書さ込み速度に対応したメディアを使用してください。 

• 規格に準拠したメディアを使用してください。 

リカバリディスクの作成にあたって —— 

* リカパ ' U ディスクを作成ずるには、下記外にちお願い事項びありまず。 

「付録 Q-ES CD / DVD にデータのパックアップをとる」のお願いを確認してください。 

• [TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では DVD - RAM を使用できません。 

• [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] を使ってリカバ U ディスクなどを作成するときは、他 
のアプ U ケーシヨンソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

リカバリツールのリカバリディスクを作成するには、じ(降の説明を参照してください。 


I 2I U 力/のディスクを作る 


使いはじめる前に 
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QU カバリディスクを作る 


mm インストール方法 

* T 30 シリーズのみ 

T 30 シ U - ズでは、 「 TOSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 び、購入時の状態ではインストー 
ルされていません。 巧の手順でインストールしてください。 

[スタート]ボタン（@>)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨン 
の再インス!ル]をクリックする 


[セットアップ画面へ]をクリックする 
Q [アプリケーション]タブをクリックする 


画面左側の[リカバリディスク作成ツール]をクリックし、 [ r リカバリ 
ディスク作成ツール」のセットアップ]をクリックする 

画面の指示に従ってインス I ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表おされた場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
ください。 



使いはじめる前に 
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QU カバ U ディスクを作る 


B 起動方法 

n [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[リカバリ 
W ディスク作成ツ-ル]をクリックする 

riOSHIBA Recovery Disc Creator ] び起動します。 



タイトル 

チェックボックスにチェックびついて 
いる（区])ディスクを作成します。 
田をク U ックすると作成するデイス 
クの一覧び表示されます。 


ディスク構成 

作成するディスクのメディアの種類を 
選択することびでさます。 


「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 で作成するディスクは、画面に表示される枚 
数分、メディアび必要になります。 


リカバリディスクを作がずる 

[タイト J レ]で作成するディスクをチェックする（区]) 

チェックボックスにチェックびついているディスクを作成します。作成する必要のな 
いディスクは、チェックをはずしてください。 

[作成]ボタンをクリックする 

作成する U カバ U ディスクの確認とメディアのセットを巧める画面び表示されます。 

メディアをセットする 

CD / DVD のセットに章 H - 因 CD / DVD を使うとき（セット)」 

[0 K ] ボタンをクリックする 

作成び開始され、[現在のディスク]に作成しているディスクの進巧状況び表示され 
ます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

作成び I 終了すると、メディアび自動的に出てさます。 

作成するディスクび複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ替えてく 
ださい。 
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使3は！：^める前に 








































QU カバリディスクを作る 


メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

ディスク作成後は、作成したディスクの種類0」カバ U ディスクなど）と番号びわか 
るように、ディスクに目印をつけてください。例えば、 n 」 カバ U ディスク XX 谣哥」 
といラよラに、レーベル面にフェルトペンなどで記載してください。 U カバ U をする 
とさ、この番号通りにディスクを使用しないと、正しく U カノのされません。必ず 
ディスク番号びわかるよラにして保管してください。 

[閉じる]ボタン(国)をクリックする 

[TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面が閉じ、ディスクの作成を終了します。 

リカバリディスクからリカバリをする操作手順についでま、『セットアップガイド』を 
参照してください。 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 のお問い合わせ先 
『取扱説明書付録 □ お問い合わせ先』 



使いはじめる前に 


の 








■ パソコンの昼本操作を覚えよ 3 

このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 26 

2パソコンの使用を中断する . 28 

3タッチパッド . 31 

4キーボード . 34 

已八ードディスクドライブ . 41 

6 CD や DVD を使 ラードライブー . 42 

7画面を見やすく調整する ーディスプレイ- . 49 

8サウンド . 已〇 

9いろいろなメディアカードを使う 
-ブリッジメディアス□ッ I 


已2 













電源を入れるとを 


U メッセージび表示された場合 

電源を入れたとさにメッセージび表示された場合は、なの内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ユーザパスワードを設定している場合 

電源を入れると;欠のメッセージび表示されます。 

パスワードを入力して下さい。 [ ] 

設定したユーヴパスワードを入力し、居を^キーを巧してください。 

バスワードについて「6章0バスワードセキュリティ」 

• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れると;欠のメッセージび表示されます。 

HDD パスワードを入力して下さい。 [ ] 

設定した HDD パスワードを入力し、 |f/\/7~fR| キーを巧してください。 

封メモ 

• パスワードの入力 5 スを 3 回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 

•ユーヴパスワードと HDD ユーヴパスワードの両方を設定してある場合は、パスワード- ►HDD パス 
ワードの順に認証びホめ日れます。ただし、バスワードと HDD ユーヴパスワードび同一の文字列の場 
合は、パスワードの認証終了後、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

バスワードについて「6章0バスワードセキュリティ」 


■ メッセージが表示される場合 

不明なメッセージについては、口章日 Q&A 集メッセージ」をご覧ください。 
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パソミ Q 基本操作養えよラ 

















I ■電源を入れるとさ 


B 起動ずるドライブを変更する場合 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブか日システムを起動します。起動するドラ 
イブを変更したい場合、なの方法で変更でさます。 

■一時的に変更する 

電源を入れたとさに表示されるメニューから、起動するドライブを選択でさます。 

キーボードの因司キーを巧しなび5電源スイッチを押し 、 rdynabookj 
または rrOSHIBAJ 画面び表示されてか5手をはなす 

起動したいドライブを^または^キ-で還択し、店胃をキーを押す 

一時的にそのドライブび起動最優先ドライブとなり、起動します。 


■あらかじめ設定しておく 

r 東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更でさます。 
設定の変更「日章 D ま芝 HW セットアップ」 


パソミ S 本操作養えよラ 
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A 警告 


電子機器の使用び制限されている場所ではノ くソコンの電源を切ること 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを切った上で、必ずパソコンの電源を切っ 
てください。 

ス U —プの状態では、プ□グラムされているタスクの処理を始めたり、作業中のデータを 
保をしたりするためにパソコンのシステムび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧 
げたり、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 



操作にあたって 


中断ずる前に 

• ス U —プまたは休止が態を実行する前にデータを保存することを推奨しまず。 

• ス U - プまたは休止が態を実行するとをは、メディアへの書き込みび完全に終了していることを 
確認してください。 

書き込み途中のデータびある状態でス U —プまたは休止状態を実行したとき、データび正しく書 
さ込まれないことびあります。メディアを取り出しでさる状態になっていれば書さ込みは終了し 
ています。 

中断したとさは 

• スリープ中にけ下のことを行わないでください。次回電源を入れたときに、システムび起動しな 
し)ことびあります。 

■ス U - プ中にメモ U を取り付け/取りはずしすること 
-ス U - プ中にバッテ U をはずすこと 

また、ス U - プ中にバッテ U 残量び減少した場合も同様に、次回起動時にシステムび起動しない 
ことびあります。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已秒間押していったん電源を切った後、再度電源 
を入れてください。この場合、ス U - プ前の状態は保持できていません （ Windows エラー回復 
処理で起動しまず)。 

• ス1」ープ中や休止状態では、バッテ U や増設メモ U の取り付け/取りはずしは行わないでくださ 
し、。保存されていないデータは消失します。また、感電、故障のおそれびあります。 

• スリープまたは休止状態を利用しないとさは、データを保存し、アプ U ケーシヨンをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは消'失します。 




パソコンのほ用巧中巧ずる 


パソコンの使用を一時的に中断したいとさ、ス U — プまたは休止状態にすると、パソコンの使 
用を中断したとさの状態び保をされます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを巧す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断 
した時の状態び再現されます。 
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且パソコンの使用を中断する 


ス u — プ 


作業を中断したときの状態をメモ U に保をする機能です。なに電源スイッチを巧すと、状態を 
再現することびでさます。 

ス U —プはすばやく状態び再現されますび、バッテ U を消耗します。作業を中断している間に 
バッテ U の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プではそれまでの作業内容は消失し 
ます。 AC アダプタを取り付けて使用することを推奨します。 

なお数曰 L ソ上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U やバッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - プではなく、必ず電源を 
切ってください。 

ス U —プの実行方法は『セットアップガイド』を確認してください。 

分メモ 

•胃+を引キーを押して、ス U - プにすることちでさます。 


休止が態 


パソコンの使用を中断したときの状態を八ードディスクに保をします。なに電源を入れると、 
状態を再現でさます。なお数曰!;(上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載 
されている場合（増設メモ U やバッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、休止状態で 
はなく、必ず電源を切ってください。 

mm 休止が態の実巧方法 

n [スタート]ポタン （0) をク U ックし①、 B にポインタをちわはる② 


表示されたメニューか5 [休止状態]をクリックする 

メニューび表示されない場合は、0をク I 」ックしてください。 


Power LED び点灯中は、バッテ U パックを取りはずさないでください。 

幻メモ 

• 胃+臣のキーを押して、休止状態にすることもできます。 
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0 パソコンの使用を中断する 


团 


簡単に電源を切る/パソコンのほ用を中断する 


[スタート]メニューから操作せずに、パソコン本体の電源スイッチを巧したとさやディスプレ 
イを閉じるときに、電源を切る（電源オフ）、またはス U- プ/休止状態にすることびできます。 
ここでは、巧の手順を説明します。 

mm パソコン本化の電源スイッチを}甲したときの動作の設定 H 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
Q [♦モバイルコンピュ-夕]をクリックする 
Q [ぶ電源ボタンの動作の変更]をクリックする 


\ 


[電源ボタンを押したときの動作]で[スリープ状態][休止状態] 
[シャットダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない]に設定すると、特に変化はありません。 

[変更の保を]ボタンをクリックする 

パソコン本体の電源スイッチを巧すと、選択した状態で電源を切る、または作業を中 
断します。 


a ディスプレイを閉じるとまの動作の設定 

Q [スタート]ボタン（盾 >) 一[コント□-ルパネル]をクリックする 

旦 [ ♦モバィルコンピュ-夕;！をクリックする 

Q [ぶコンピュータを閉じるときの動作の変更]をクリックする 

[カバーを閉じたときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何もしない][シャットダウン]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

[変更の保を]ボタンをクリックする 

ディスプレイを閉じると、設定した状態へ移行します。 

[ス U- プ状態][休止巧態]に設定した場合は、次にディスプレイを開くと、自動的 
にディスプレイを閉じる前の状態び再現されます。 

xTf ィモ 

•ディスプレイを閉じることによって[ス U —プ状態][休止状態]のうち、あらかじめ設定した状態へ 
移行する機能を、バネルスイッチ機能といいます。 
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が 













電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにび表示されます。この矢 
印を「ポインタ」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインタ」を動かしなび日 
パソコンを操作していきます。 

パソコン本体には、「ポインタ」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ちボ 
タンびあります。 


タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインタを動かし、パソコンを操作してみましよラ。 
ここでは、タッチパッドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 


タッチパッドの操作にあたって 


あらかじめ「付録 D- d - タッチバッドの操作にあたって」を確認してください。 



パソ n ンの基本操作 













タッチパッドやポインタの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 

n [マウスのプロパティ]の起動方法 

■■ [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリ 

[巧マウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

きタブで機能を設定し、 [0K] ボタンをクリックする 

各機能の設定については、じ(降の説明を参照してください。 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 

ブマウスのプ□パティ 

I ボタンポインタ I ポインタがショ> I ホイール I A -の巧 I 曲デバイス試ミ 

I 概ンの a 巧 


テ.’がイス(め 
ちきき麻段 

-左ウリツク很おの进がか'ラ’所 


Synaplics) 000 {XXVXX 


广左きき邸 D 
ち 

-もク化ウ（コンテ 
ドラックつ 


の'•ルウリッ W まさ(の 

な!愤フォルタをタブルウリツルで、1規ちテストしてください。フォルグび祝ホり閉 
じたりしない巧さは、这 a を巧くしてください。 


の巧 I - 

U 

巧定(む I 


クリッ加ック -- 

广か》加ッウをオンにする① 巧おむ J 

7ウスめボタンを巧したままでなくてら、监间表示やドラックができます。巧目を州ッウし、7ウスのポ 
タシをかしの面巧したままじして力ち a します。かこ、目 fl うのはきまでマウスを巧わし、そこでもう一 
ちクリックします。 


0K )1 キ，ンたル〕 巧巧(か 


タッチパッドの設定方法 


[マウスのプ□パティ]では、タッチパッドやポインタなどの各種設定びでさます。 
タッチパッドの設定をするには、次のよラに操作してください。 



[デバイス設定]画面び表示されます。 

















El タッチパッド 


画面左側に表示されているメニューか5、設定したい項目をクリックす 
る 

画面ち側に、選択した項目の設定内容と、その説明び表示されます。説明をよく読ん 
で各項目を設定してください。 

項目名の左に （田） び表示されている場合、項目名をダブルク U ックすると、さら 
に細かい設定項目び表示されます。 



^ V 3 役立ご操作集- . 

タッチパッドを無効/有効にするには 

キー操作でタッチパッドによる操作を無効にしたり、ち効にしたりすることびできます。 

店を]+@キーを押すごとに、タッチパッドの無効/有効び切り替わります。 

臣图+@キーでタッチパッドのち効/無効を切り替える場合は、タッチバッドから手を離してから 
行ってください。 

1円 vi + r ^ キーでタッチパッドの操作を有効にした瞬間、カーソルの動さび数秒不安をになることび 
あります。そのよラな場合は、 ] 度タッチパッドから手を離してくださしんしばらくすると、正常に操 
作でをるようになります。 

V J 
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ESC (エスケープ)キ- 

操作を取り消すとさに使ラ 


半/全<漢字>キー 


TAB (タブ)キー 


CAPSLOCK - 

(キヤプス□ツク煤数キー 

Caps Lock 

(キヤプス□ック ) LED — 

文字入力の大文字□ック 
状態を示す 




〇 SHIFT 


SHIFT (シフト)キ- 

アルフアベットの大文字、 
ル文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力する 
とさに使つ 


J - 

_ H I で口 R 

文 。. CTRL FN 

細り I 仁 ^ IIJ - II. 

りする 

仕- 


CTRL (コント□-ル)キ-1 

他のキーと組み合わせて、 

特定の操作を実行するとさに使う 

FN (エフエヌ)キ- 

オーバレイキーを使用するとさやファンク 
シ ヨン キー、矢印キーとの組み合わせにより、 
特殊機能を実行するときに使う 

ウィンドウズキ--- 

Windows のスタートメニューを表示するときや 


' —無変換キー 

ALT (オルト)キー 

他のキーと組み合わせて、 
特定の操作を実行するとさ 
に使ラ 

SPACE (スぺース)キ- 

空白文字を入力するとさや、 
入力した文字をかな漢字変換 
す々とさにおつ 


他のキーと組み合わせて、ショートカットとして使ラ 



4 I キーボード 





フアンクシヨン キー 

特定の操作を実行するとさなどに使ラ 


ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説明します。 
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-Arrow Mode (ア□—モード ) LED 

文字入力のア□一状態を示す 

— Numeric Mode (ニユーメ U ツ クモード) LED 

文字入力の数字□ック状態を示す 



PRTSC (プ IJ ントスク IJ - ン） 

< SYSRQ (システム U クエスト)>キー 

PAUSE (ポーズ KBREAK (ブレーク)> キー 


INS (インヴート)キー 

文字の入カモードを挿入/上書 
さに切り替えるとさなどに使ラ 

DEL (デ U —卜)キー 

文字を削除するとさなどに使ラ 

BACKSPACE 
(バックスぺース)キー 

ENTER (エンター)キー 

作業を実行するとさなどに使ラ 

才一 ) (レイキー 
SHIFT (シフト)キー 
矢印キー 

カーソル移動などに使ラ 
また 、 FN (エフエヌ）キーとの 
組み合わせにより、特殊機能を 
実行するときに使う 


アプリケーシヨンキー 

タッチパッド手前のちボタンや、マウスのちボタンを巧す 
ことと同じ動作を行いたいとさに使ラ 


一 ALT (オルト)キー 
カナ / かな < □-マ字>キー 


'変換キー 


ENTER 


□ キーボード 
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□ キーボード 


2 


—ポードの文をキーのほいかた 


文字キーは、文字や記号を入力するとさに使い 
ます。文字キーに印刷されている2〜6種類の 
文字や記号は、キーボードの文字入力の状態に 
よって変わります。 


左上- 


左下 


厂 1 

1 


1 

y 

コ 

-7 

k _ 

1 

や -- 

_ J\ 

卜 A 

ONE ’ 

1 



前面左- 


ち上 


ち下 


前面も 


左上 

SH//TI キーを巧しなび5巧すと、記号やアルファべットの大文字び入力でさます。 

左下 

他のキーは使わず、そのまま巧すと、数字やアルファベットのル文字び入力できます。 
大文字□ック状態にすると、大文字ち入力でさます。 

ち上 

かな入力びでさる状態でキーを巧しなび5巧すと、記号、ひ日びなの促音 
(ルさい「つ」）、蝴音（ルさい「や、ゅ、よ」）び入力できます。 

ち下 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひ日びなや記号び入力でさます。 

前面左 

ア□一状態のときに巧すと、カーソル制御キーとして使えます。 

前面ち 

数字□ック状態のときに巧すと、テンキーとして使えます。 


FTOSHIBA Flash CardsJ について 


「TOSH 旧 A 円 ash Cards」 は、マウス操作で簡単にホットキー機能の実行や東芝製のユー 
ティ U ティを起動することびできるユーティ U ティです。 

デスクトップ上にカードのよラに表示されるアイコンを還択し、それぞれのカードに割り当て 
られている機能を設定-実行することびでさます。 

■操作ち法 
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读示例) 





















□ キーボード 


設定したい機能のカードをクリックする 

カードとアイコンび表示されます。 

表示されたアイコンのうち、設定したい項目にポインタを合わせる 

ポインタを合わせると、アイコンび大きくなります。 

設定したい項目のアイコンび大きい状態でクリックする 

選択した項目に設定されます。 

各力ードに割り当て日れている機能は、 「TOSH 旧 A Flash Cards」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

■マウス操作での力ードの表示をやめる 

ポインタをデスクトップ上部に合わせてち 「TOSH 旧 A 円 ash Cards」 び表示されないように 
設定することちでさます。次の手順を行ってください。 

[スタート]ボタン（恒 I )一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards の設定]をクリックする 

[マウスでも力ードの表示を開始する]のチェックをはずし①、にの 
ボタンをクリックする③ 


I円 ash Card が)設定 


に] TOSHIBA Flash Cards のお巧 


りードの表示位呈： 


I.上が 


©下々. 


[E マウスでち力ードの表乐を巧培ずる 
刀 — r* な巧巧ごむるホ C の時面 


短い 


I 」 


長し、 


国受二たををかをタイ.苗にを于頭譯をすき 

[ J [—ジヨン ] r 力-ドケ-スを問く | |~ 


Iキでン它;レ 


-① 


-② 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプの起動ち法 

H [スタート]ボタン （0) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards ヘルプ]をクリックする 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 



























□ キーボード 


キーを使った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能び用意されています。いくつかのキーを組み合わせて巧すと、いろ 
いろな操作び実行でさます。 


□ IW 1 キーをほつた特巧機能キー 


キー 

内容 

IfWi + lKCl 
<スピーカの S ユート> 

1円 VI キーを押したまま、1 ESC 1キーを巧すたびに内蔵スピーカや 
へッドホンの音量のミュート（消音）のオン/オフを切り替えます。 

[fn\+\space\ 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切替え> 

巧のキーを押したまま 、 ISMCf 1キーを押すたびに本体液晶ディス 
プレイの解像度を切り替えます。 

画+回 

<インスタントセキユ U ティ機能> 

コンピュータをワークステーシヨン□ック状態にします。 

解除するには、次の操作を行って<ださい。 

① ログオンするユーヴ名をク U ックする 

② Windows のログオンパスワードを設定している場合は、パス 
ワードの入力画面に Windows の□グオンパスワードを入力 
し、 If / VT ^ Rl キーをキ甲ず 

圃+回 

く電源プつンの設定> 

キーを押ずと、設定されている電源プランび表示されま 
ず。 

阳のキーを押したまま、17引キーを押ずたびに電源プランび切り督 
ねります。 

圃+回 

<スリープ機能の実行> 

阳のキーを押したまま、17リキーを押し直し、[スリースアイコン 
び大をい状態で指をはなずと、ス1」ープ機能び実行されます。 

画+回 

<体止状態の実行> 

画キーを押したまま、@キーを押し直し、[休止状態]アイコン 
び大きし)状態で指をはなずと、休止状態び実行されます。 

圃+回 

<表示装置の切替え> 

表示装置を切り替えまず。 

詳細について「4章 EJ テレビの接続」 

画+困 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

巧のキーを巧したまま、@キーを押すたびに本体液晶ディスプレイ 
の輝度び1段階ずつ下びります。表示される画面のスライダーバー 
で輝度の状態を確認でさます。 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

巧のキーを押したまま、店司キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイ 
の輝度び1段階ずつ上びります。表示される画面のスライダーバー 
で輝度の状態をお認できまず。 

画+回 

<無線 LAN オン/オフ機能> 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On にしている場合、 

店因キーを押したまま、臣司キーを押すたびに使用する無線 LAN の 
ON / OFF を切り替えます。 

* 無線 LAN モデルのみサポートしています。 

圃+回 

<タッチパッドオン/オフ機能> 

タッチパッドからの入力を無効にできます。再び有効にするには、 
もう1度臣因+@キーを押します。 

詳細について 

「本章 H - 巧]-タッチバッドを無効/有効にするには」 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


% 































^ vg 役立っ操作集- S 

「TOSH 旧 A Smooth View」 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 は、キーボードを使って、最前面に表示されているアプ U ケーシヨンの 
画面やデスクトップ上のアイコンを化大/縮ル表示でをるアプ U ケーシヨンです。 

• 起動ち法 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプログラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーティリティ] 

一 Bmooth View ] をクリックする 

• ヘルプの起動方法 

① 「 TOSH 旧 A Smooth View 」 を起動を、画面ち上の[ヘルス （ LlJ ) ボタンをク U ックする 
⑤画面上の巧りたい項目にポインタを置さ、ク U ックする 

• 使用ちま 

①店因キーを押したまま、 IT ] キーまたは [7] キーを押す 

画面やアイコンなどを縮ルするときは巴]キー、お大するときは巧]キーを押します。 
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キー 

内容 

<オーバレイ機能> 

キー前面左に印刷された、カーソル制御キーとして使用でさまず 
(アロー状態)。ア□-状態を解除するには、もぅ1度 If / v 1+ 困 
キーを押します。 

Arrow Mode LED が点灯します。 

「 f / VI+l … 1 
<オーバレイ機能> 

キー前面ちに印刷された、数字などの文字を入力でさます（数字 
□ック状態)。数字ロック状態を解除するには、をラ1度巧の+[^ 
キーを押します。 

アプリケーションによっては異なる場合びあります。 

Numeric Mode LE □び点灯します。 

rF / V |+| F 72 l 

<スクロール□ック状態> 

—部のアプ U ケーションで、田田已日キーを画面スクロール 
として使用でさまず。□ック状態を解除するには、もラ1度圧因 
+ | fu | キーを押します。 

圃+田 

く PGUP (ぺージアップ）> 

一般的なアプリケーションで、キーを巧したまま、立]キーを 
巧すと、前のページに移動できます。 

圃+田 

く PGDN (ぺージダウン）> 

一般的なアプリケーションで、 IMl キーを押したまま、 1 X 1 キーを 
押すと、次のページに移動でをます。 

圃+日 

く HOME (ホーム）> 

一般的なアプリケーションで、 [ M ] キーを押したまま、円キーを 
巧すと、カーソルび行または文書の最初に移動します。 

圃+日 

く END (エンド）> 

一般的なアプリケーションで、キーを押したまま、円キーを 
押すと、カーソルび行または文書の最後に移動します。 

圃+田 

<縮ル> 

デスクトップや一般的なアプ U ケーションで、巧のキーを押したま 
ま、已]キーを押すと、画面やアイコンなどび縮ルされまず。 

圃+回 

くす広大> 

デスクトップや一般的なアプリケーションで、巧のキーを押したま 
ま、 [ T 1 キーを押すと、画面やアイコンなどび化大されまず。 


パ基本操作を覚えよラ 
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□ キーボード 


□ 特巧機能キ- 


特殊機能 

キー 

操作 

タスク 7 ネージャの 
起動 

\ CTRL \ + \ SHIFT \ + \ ESC \ 

[Windows タスクマネージャ]画面が表示され 
ます。 

アプリケーシヨンやシステムの強制終了を行い 
ます。 

画面コピー 

\ PRTSC \ 

現在表术中の画面をクリップボード 1 しコピーし 
ます。 

\ alt \+\ prtsc \ 

現在表术中のアク了ィブな画面をク U ップボー 
ドにコピーします。 
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本製品には、八ードディスクドライブび]台内蔵されています。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしできません。 

USB 接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やすことびできます。 


操作にあたって — 

•あらかじめ「付録 □- ES 八ードディスクについて」をお認してください。 

I 八ードディスクドライブに関する表示 _ 

内蔵の八ードディスクとデータをやり取りしているときは、 Disk © に D び点灯します。 


の口 0 D 


USB 接続などの増設八ードディスクとのデータのやり取りでは、 Disk 己 LED は点灯しません。 

八ードディスクに記録された内容は、故障や障書の原因にかかわ日ず保証でさません。 

万一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 



5 I 八ードディスクドライブ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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DVD スーパーマルチ ドライブ 

ドライブには次のマークび入っています。 


EDI 咖昼厘 ! 


ち^?!? D 万!品 e I 品 Writa 品 I ! * マークの位置や並び順は異なる場合びあります。 

DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R *,、 DVD + RW 、 DVD + R *^ CD - RW 、 CD - R の言売み出 
し/書き込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

*1 本書では、 「 DVD - 刊と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-RDL (Dual 
Layer DVD - R ) を含みます。 

* 2 本書では、 「 DVD + R 」 と記載している場合、特に書を分けのある場合を除を、 DVD+R DL ( DVD+R 
Double Layer ) を含みます。 

DVD - ROM & CD - R/RW ドライブ 

ドライブにはなのマークび入っています。 


面腰曠 

I Rewritable] 5 


* マークの位置や並び順は異なる場合があります。 


ROM 

CD - RW 、 CD - R の読み出し/書き込み機能と、 DVD - ROM . CD - ROM の読み出し機能を搭 
載したドライブです。 

CD - ROM ドライブ 

ドライブには次のマークび入っています。 


抽帽厘 


* マークの位置や並び順は異なる場合びあります。 

CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

『安むしてお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしいことび記述さ 
れています。 

CD / DVD を使用する場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 


CD や DVD 巧ほち 

-ドライブー 


本製品には 、 DVD スーパーマルチ ドライブ、 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ、 CD - ROM ド' 
ライブのいずれか]台び内蔵されています。内蔵されているドライブは、購入したモデルに 
よって異なります。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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B CD や DVD を 使ラードライブー 


ほえるメディアを確認しよラ 


使巧できる CD / DVD の詳細と、書き込み速度については 、 『dynabook * * * * (お使いの 
機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

眶 ■ DVD スーパーマルチ ドライブモデル 

使用するメディアによっては、読み出しびでさない場合びあります。 


〇:使用でさる X :使用でさない 



読み出し *1 

書き込み回数 

CD-ROM 

o 

X 

CD-R 

o 

] 回 

CD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-ROM 

o 

X 

DVD-R 

o " 

] 回 

DVD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD 十 R 

o " 

] 回 

DVD 十 RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-RAM 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 


* 1対応フォーマットによっては再生ソフトび必要な場合びあります。 

* 2 実際に書さ換えでさる回数は、メディアの状態や書さ込み方法により異なります。 

*3 メディアの状態や書き込みち法により、読み出しできない場合びあります。 DVD-R DL のみ追記された 
データは読み出しでをません。 


DVD-ROM&CD-R/RW ドライブモデル 

使巧するメディアによっては、読み出しびでさない場合びあります。 


〇:使巧できる X :使用できない 



読み出し *1 

書き込み回数 

CD-ROM 

o 

X 

CD-R 

o 

] 回 

CD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-R 

o 

X 

DVD-RW 

o 

X 

DVD 十 R 

o 

X 

DVD 十 RW 

o 

X 

DVD-RAM 

o 

X 


* 1対応フォーマツトによっては再生ソフトび必要な場合びあります。 

*2 実際に書さ換えでさる回数は、メディアの状態や書さ込みち法により異なります。 


43 


パ本操作養えよラ 


































ra CD や DVD を使ラ ードラィブー 


Kl CD-ROM ドライブモデル 

CD - ROM ドライブは、 CD - R と CD - RW の読み出しのみ巧能です。書き込みはできません。 

ぶすメモ書き込みできるアプリケーション 

• 書さ込みに使用でをる、本製品に添付のアプリケーションは次のとおりです。 

- TOSHIBA Disc Creator 

T 30 シ U - ズでは、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 び、購入時の状態ではインス!ルされていませ 
ん。[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプログラム]一[アプ U ケーションの再インストール] 
からインス I ''ールしてください。 

• メディアにデータを書を込むとを、メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環境に 
よって、実行速度は異なります。 

I DVD-Video の再生について _ 

本製品では、ドライブに DVD - Video をセットして、迫力ある映像を楽しむことびできます。 
DVD - Video 再生ソフトウェアとして、 TXW シ U - ズでは 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」、 

T 30 シ U - ズでは rinterVideo WinDVD 」 び用意されています。 

T 30 シ U - ズでは、 rinterVideoWinDVD 」 び、購入時の状態ではインス!ルされていませ 
ん。[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーションの再インス 
I -ール]か日インス!-ールしてください。 
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CD / DVD をほラとを（セット） 


CD / DVD は、パソコン本体に装備されているドライブにセツトして使用します。 

CD/DVD の操作にあたって = 




あらかじめ、「付録 D - E 9 CD や DVD につし、 て」、附録 日-の 使える C □を確認しよう」、 
「付録 0- 回使える DVD を確認しよう」をお認してください。 


ぶ^ メモセットする前に確認しよう 


• 傷ついたりちれのひどい巳 D / DVD の場合は、巧入してから再生び開始されるまで、時間びかかる場合 
びあります。巧れや傷びひどいと、正常に再生でをない場合をあります。巧れをふさとってから再生 
して < ださい。 

• CD / DVD の特性や CD / DV □への書を込み時の特性によって、読み出せない場合ちありまず。 

• CD / DVD の種類によっては、取り出すとき Windows Vista び自動的にセッションを閉じてしまう場 
合びあります。このとを、確認のメッセージなどは表示されません。 

よく確認してから CD / DVD をセットしてください。 

この Windows Vista の機能を無効にするには、次のように操作してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コンピュータ]をクリックする 

② ドライブのアイコンをちク U ックし、表示されたメニューから[プ□パティ]をク U ックする 
ドライブのプロパティ画面び表示されます。 

③ [書き込み]タブで[巧通の設定]ボタンをク U ックする 

④ [共通の設定]画面で[ディスクの取り出し時の UDF セッションを自動的に閉じる]のチェックを 
はずし、 [ OK ] ボタンをク U ックする 
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B CD や DVD を使 ラードラィプー 


ドライブに関する表示 


パソコンの電源び入っていて、ドライブび動作しているときは、ディスクトレイに D び点灯し 
9 〇 


パソコン本体の電源を入れる 

Windows が起動します。 

イジェクトボタンを押す 



イジェクトボタンを巧した日、ボタンか日手をはなしてください。ディスクトレイび 
かし出てきます（数秒かかることびあります）。 

※搭載されているドライブによってイジェクトボタンの位置は異なります。 

ディスクトレイを引さ出す 
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巳 D / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

文字び書いてある面を上にして、 CD / DVD の穴の部分をディスクト 
レイの中央凸部に合わせ、上から押さえてセットする 



「カチッ」と音びして、セットされていることを確認してください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


が 

























ra CD や DVD を使ラ ードラィブー 


r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 
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i 

i 


CD / DVD を使い終わったとき（取り出し） 


パソコン本体の電源び入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れて<ださい。 

イジェクトボタンを押す 

ディスクトレイびかし出てきます。 

ディスクトレイを引さ出す 

CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

CD / DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 



CD / DVD を取り出しにくいときは、中央凸部をかし巧してください。簡単に取り出 
せるよラになります。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


が 

















B CD や DVD を使ラードラィブー 


r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 


I ディスクトレイび出てこない場合 _ 

電源を切っているとさは、イジェクトボタンを押してち 
ディスクトレイは出てさません。電源び入らない場合は、 
イジェクトホールを、先の細い丈夫なちの（クリップを 
伸ばしたちのなど）で巧して<ださい。 

なの場合は、電源び入っていてち、イジェクトボタンを 
巧した後すぐにディスクトレイは出てきません。ディス 
クトレイに D の点滅び終了したことを確認してか日、イ 
ジェクトボタンを巧してください。 

• 電源を入れた直後 
•ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 

• ドライブ関係の LED び点灯しているとき 
•スリープ状態のとさ 


DVD - RAM をフォーマツトする 


* DVD スー パーマルチ ドライブモデルのみ 

新品の DVD - RAM は、使用する目的にあわせて「フォーマット」という作業び必要です。 
フォーマットとは、 DVD - RAM にデータの管理情報（ファイルシステム）を記録し、 DVD-RAM 
を使えるよラにすることです。 

フオーマツ トされていない DVD - RAM は、 フオーマツ トしてから使用してください。 


DVD 书 AM のフオーマツトについて 


•あらかじめ、附録 11 - C □や DVD について」を確認してください。 




※搭載されているドライブによってイ 
ジェクトボタン、イジェクトホール、 
ディスクトレイ LED の位置は異なり 
ます。 





パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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ra CD や DVD を使ラードラィブー 


I ファイルシステム 
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DVD - RAM をフォーマツトするときにファイルシステムを選択します。 

ファイルシステムは、書さ込むデータの種類や書さ込み後のメディアを使用する機器に応じて 
選択します。また、映像データを書さ込むとさは、書さ込み用のアプ U ケーシヨンによって指 
定されている場合びあります。 

選択できるファイルシステムは 「 UDF 2 .已」 rUDF2.01J rUDF2.0J 「 UDFl. 已」 
「 UDF 1.02」「 FAT 32」 です。 


DVD - RAM のセクタの一部に不具合び生じた場合などに、通常のフォーマットとは違う「物理 
フォーマット」を行う場合びあります。通常、購入したばかりなどの DVD - RAM に対しては、 
物理フォーマットを行ラ必要はありません。 

物理フォーマットに巧して、通常のフォーマットを r 論理フォーマット」と呼びます。 

なお、物理フォーマットを行ったあとには、論理フォーマットび必要となります。 


■■論埋 フオー マット 

論理フォーマットについては、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプとサポート]をクリック 
して、 『 Windows ヘルプとサポ ー ト』を参照してください。 


^ ■物埋 フオー マット 


物理フォーマツトを行ラには、非常に時間びかかります。 

T 30 シ U - ズの場合、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 をインス!ルしないと本機能は使用でき 


ません。 


あ日かじめインス I ールしてくださし、 


「本章0-[1]-書き込みできるアプ U ケ-シヨン」 


Q 物理フォーマツトする DVD-RAM をセツトする 

Q [ スタート ] ボタン（巧）一 [ すべてのプ □ グラム ] 一 [TOSHIBA] 
■ 一 [CD&DVD アプリケーシヨン ] 一 [DVD-RAM ユーテイリテイ]を 
■ クリックする 

I [東芝 DVD-RAM ユーテイ U テイ]画面び表示されます。 



[開夕台]ボタンをク U ックする 

じ(降、画面に表示されるメッセージに従ってください。 

物理フォーマツトをした後は、論理フォーマツトび必要です。 


48 









本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ （1280 X 800 ドット）を内蔵しています。 
ドットは画素数を表します。 

テレビや外部ディスプレイを接続して使用することちでさます。 


了 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定びでさ 
ます。 

□ 輝度の調整方ま 

臣を]+圧を：@キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ下びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 

网+间:丙可キーを巧したまま、臣ろキーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ上びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 



I 面旧を見やず<調壁ずる 

I -ディスプレイー 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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スピーカの音量は、ボ U ュームタイヤル、または音量ミキサか日調整でさます。 

眶■ボリュームダイヤルで調整ずる 

パソコン本体のボリュームダイヤルをまねす 

ボ U ュームダイヤルの位置は、『取扱説明書] 章已 各部の名称』で確認してください。 

D 音量ミキサから調整する 

[スタート]ボタン（@)一 [コント□—ルパネル]をクリックする 

[巧;八ードウエアとサウンド]一[い>システム音量の調壁]をク 
リックする 

[音量 S キサ]画面び表示されます。 

各項目でつまみを上下にドラッグして調整する 

[ミュート]ボタン（回）をク U ツクすると消音（ミュート）になります。 


读示例） 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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o サウンド 


□ 音楽/音青を再生するとを 

音量 S キサの各項目では、次の音量び調整でさます。 


スピーカー 

スピーカの音量を調整します。 

Windows のサウンド 

Windows のプ□グラムイベントで再生されるサウンド設定の 
音量を調整します。 


また、使用するアプ U ケーションにより異なる場合びあります。詳しくは『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 








* TXW シリーズのみ 

本製品ではなのメディアカードをブ U ッジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書さ込みびでさます。 

• SD メモ U 力ード •メモ U - スティック •マルチメディアカード 

• SDHC メモ I 」力ード •メモ1」ースティック PRO © xD - ピクチャーカード 

次のメディアカードは、カード専用のアダプタを装着すると、本製品のブ U ッジメディアス 
□ットでち使用できます。 

• min 旧 D メモ I 」力ード （ min 旧 D アダプタ） 

アダプタの装着や使用方法は、メディアカードの取扱説明書を確認してください。 

~ 1 ~ 


メディアカードの使用にあたって= 

あらかじめ附録 0- 团メディアカードを使う前に」を確 
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いろいろなタディアカードをほ3 

ブ IJ ツジメディアス□ツトー 


新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマットされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマットとは、メディアカードにトラック番号やへッド番号などの基本情報を書き込み、 
メディアカードを使えるようにすることです。 

再フォーマットをする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤなど）で行ってください。 

SD メモ U 力ードと SDHC メモ U 力ードは、再フォーマットをするときに「東芝 SD メモ U 力一 
ドフォーマット」 も使用できます。 

r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」については、「本項- r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマッ 
卜」を使ってフォーマットする」をご覧ください。 

I r ま芝 SD メモリカードフォーマット J を使つてフォーマツトする 


フオー マツトするにあたって 


あらかじめ附録 0- 巧]メディアカードを使う前に」を確認してくださし、。 


SD メモリカード/ SDHC メモリカードをセツトする 



SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使用するアプリケーシヨンを 
起動している場合は終了する 


'して < ださい。 


パソ n ンの基本操作 













El いろいろなメディアカードを使う-プリッジメディァス□ット- 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーテイリテイ] 一 [ SD メモリカードフォーマット]をクリック 
する 

[東芝 SD メモ U 力ードフォーマット]画面び表示されます。 

フォーマットしたい SD メモリカード / SDHC メモリカードびセットさ 
れているドライブを確認し①、必要に応じてフォーマットの種類を設定 
し②、[スタート]ボタンをクリックする ③ 


心を是 SD メモリカードフ ブー 7 ツ I 


画 


ドライブ 


X：¥ 


容量: 


XXXM 巳 


フォー7ットすブシ3ン 
〇巧るフォーマット ( Q ) 


売をフォーマット (£) 


スタートに） 


も b っ f へ、 


-① 


-⑤ 


-③ 


• 簡易 フォー マット 

ファイルの削除のみを行い、すべての領域の初期化は行われません。 

• 完全フォーマット 

SD メモ U カード/ SDHC メモ U カードのすべての領域を初期化します。簡易 
フォーマットに比べて、フォーマットに時間びかかります。 

メッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

画面下のバーは進行状況をおしています。フォーマットび完了すると、メッセージび 
表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

これで、フォーマットは完了です。 

フォーマットを終了する場合は、[終了]ボタンをク U ックしてください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 

































El いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディァス□ット- 
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メディアカードのセツトと取り出し 


ブ u ツジメディアス□ットに関する表示 


パソコン本体に電源び入っている場合、ブ U ツジメディアス□ツトに挿入したメディアカード 
とデータをやり取りしているときは、ブ U ツジメディア □ LED び点灯します。 





操作にあたって 


あらかじめ、「付録 0- 团-眶■メディアカードの操作にあたって」を確認してください。 


七ットずる 


メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス 
□ットに挿入する 

奥まで挿入します。 



SD メモリカード メモリースティック xD- ピクチャーカード マルチメディアカード 

SDHC メモリカード メモリースティック PRO 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 










































メディアカードのアイコンをダブルクリックする 

LU 下の名称は表示の一例です。異なる名称び表示される場合びあります。 


SD メモ I 」力ード 
SDHC メモ I 」力ード 
メモ I 」ースティック 
メモ I 」ースティック PRO 
xD - ピクチヤーカード 
マルチメディアカード 


セキュ I 」ティで保護された記録域デバイス 
セキュ I 」ティで保護された記録域デバイス 
MemoryStick 

U し一) (ブルディスクまたは MemoryStick Pro 
U ムーバブルディスク、 XD 円 cture 力ード 、 XD Card 
U ムーバブルディスク、 MMC 力ード 、 MMC Card 


セツトしたメディアの内容び表示されます。 


匪遅取り出ず 

メディアカードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しびでさません。 

ウィンドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① [スタート]ボタン（@)一 [コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面び表示されます。 

② メディアカードのアイコンをちクリックし ①、 [を全に取り外す]をクリックする ② 


* 


たキユリテイでな害された記巧 
巧デバイス【X:) 


-① 


ェクスプローラ(X) 

問く仰 
巧おの… 

巨お巧をを巧 <(Y)... 

巧芝 SD メモリカードフオーマジト (M) 
巧が)… 

ポータスレデバイスとして巧く 

つ-*—つ‘" 


安全に巧りかす (S) 


切0巧り。） 

コピー似 

シヨー トカットの巧巧 (S) 
名前の沼 E(M) 
プロパティが） 


-② 


读示例） 


通知領域に[八ードウエアの取り外し]のメッセージび表示されます。 


メディアカードを巧す 

カードびかし出てさます。そのまま手で取り出します。 
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Fl いろいろなメディアカードを使う-プリッジメディアス□ット - 


D セットしたメディアカードの巧客を見る 

著作権保護*1を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見 
ることびでさます。 

* 1 SD メモ I 」力ード、メモ U - スティックの場合 

H [スタート]ボタン（@)一 [コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面び表示されます。 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 





















国ネットワークの世巧へ 

本製品に内蔵されている通信に関する機能を説明しています。 

ブ□ードバンドでインターネットに接続する方法や、他のパソコンと 
通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる巧巧 


已8 





トワークで応がる世巧 



会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンタを共有したいと 
きや、 ADSL モデムでインターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使うと便利です。 


LAN ち続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれび自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のノ（ソコンを 
持っているなど、複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと便利 
です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



娘続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、 r 本節巧]ブ□ー ドバンドで接続する」を 
参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続しない状態でもネットワークに接続できる 、ヮ 
イヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエ U ア内で 
あればあ日ゆる場所か日コンピュータを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルータや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコンから 
ワイヤレスでネットワーク環境を実現できます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプリン 
夕などの機器の設定を行う必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの詳し 
い設定については、[スタート]ボタン （©) 一 [ヘルプとサポート]をク I 」ックして、 
『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理をに確認してください。 
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ネットつ—夕の世界へ 


























































I ■ネットワークで広がる世界 
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ブ□ードバンドで接続する 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び内蔵されています。 

本製品の LAN コネクタに ADSL モデムやケーブルモデムなどを LAN ケーブルで接続し、ブ□一 
ドバンドでインターネットに接続することびできます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Fast Ethernet (100 BASE - TX ). Ethernet (1 OBASE - T ) 

に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブルを接続し、ネットワークに接続することびで 
きます 。 Fast Ethernet 、 Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、 
ノイズなど）により、自動で切り替わります。 


LAN ケーブルを接続する 



LAN ケーブルの使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D ご使用にあたってのお願い」をお語してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むとさは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなびらはずして<ださい。ケーブル 
を引っ張らないでください。 



Q パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

LAN ケープルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を上にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 



LAN ケーブルのをう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器の名称やじ(降の設定はプ□バイダによって異なります。詳しくは契約し 
ているプ□バイダに問い合わせてください。 



ネットワ—クの世界へ 






























I ■ネットワークで広がる世巧 


動作げ態を確認するには 


LAN コネクタの両脇には、 LAN インタフェースの動作状態を示す2つのに D びあります。 



B ADSL 接続を設定する方法 

接続に必要な設定はプ□バイダによつて異なります。詳しくは契約しているプ□バイダに問い 
合わせてください。プ□バイダか日、接続に必要な CD - ROM などび支給されている場合は、そ 
ち日をご利用ください。 
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ワイヤレス（無線） LAN をほラ 


* 無線 LAN モデルのみ 

眶■無線 LAN モジユールのお認 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。 
使用しているパソコンに合った説明をご覧ください。 

使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、 「 Confi 旨 Free 」 を使って確 
認でさます。 

r 本項 — ConfjgFree I 

Q 通知領域のに onfigFree] アイコン（里）をクリックする 

表示されたメニューか5 [ワイヤレスネットワーク接続]ーヴ□パ 
ティ]をクリックする 


ネットつふの世界へ 
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I ■ネットワークで広がる世界 


[接続の方法：]でアダプタ名を確認する 

アダプタ名びおすモジュールは、それぞれ;欠のよラになります。 

• rintel(R) PRO/Wireless 3945ABG Network Connection 」 の場合 

IEEE 802.1 la ( J 已 2 /VV 已 2 /VV 已 3)、 IEEE 802'1] b および IEEE 802'1] g に巧 
応したモジュールです。 

このモジュールを、 「 Intel モジュール」または rinteNEEE 802.1] ab 邑モジュー 
ル」 と呼びます。 

• fAtheros AR 己 006 EX Wireless Network Adapted の場合 

IEEE 802.1 la ( J 已 2 /VV 已 2 /VV 已 3)、 IEEE 802'1] b および IEEE 802'1] g に巧 
応したモジュールです。このモジュールを 、 「Atheros a / b / g モジュール」または 
FAtheros IEEE 802.1 ] ab 邑モジュール」と呼びます。 

• rintel(R) PRO/Wireless 394 己己 G Network Connection 」 の場合 

IEEE 802.1 ] b および IEEE 802.]] 旨に対応したモジュールです。 

このモジュールを、 「 Intel モジュール」または 「Intel IEEE 802.1 lb 旨モジュール」 
と呼びます。 

• fAtheros AR 己 006 EG Wireless Network Adapter 」、 
fAtheros AR 己 007 EG Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 ] b および忙 EE 802.]] 旨に対応したモジュールです。 

このモジュールを 、 fAtheros b / g モジュール」または fAtheros 
IEEE 802.] ] b 邑モジュール」と呼びます。 

その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、『取扱説明書付録且 - U 無線 
LAN の概要』と 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を確認 
してください。 




無線 LAN のご使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra 無線 LAN について」をお認してください。 
セキュリテイに関してのミ主意事項や使用上のま意事項を説明しています。 


お線 LAN を使ってみよう 


么警告 


バソコ ン本体を航空機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオフ側 
にし、必ずパソコン本体の電源を切ること 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコンの電波に 
より、計器に影響を与える場合びあります。 

また、航空機内でのパソコンのご使用は、必ず航空会社の指示に従ってください。 



ネットワ—クの世界へ 
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I ■ネットワークで広がる世巧 


本体前面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 側にス 
ライドする 



■ ワイヤレスコミュニケーション（(が LED び点灯します。 

I LU 降の無線の設定方法には、巧の2種類びあります。 

I •「 Confi 旨 Free 」 を使う 
H • Wind 日 WS 標準機能を使う 

I に onfi 邑杆 ee 」 を使って設定する場合は、「本項 D - ConfigF 怕 e 」 を参照してく 
■ ださぃ。 

I また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ボタン（@)一 
I [ヘルプとヴポート]をク U ックして、 『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を参照してく 
■ ださぃ。 

^ 役立っ操作集- X 

Confi 呂 Free 

本製品に用意されている 「Confi 旨 Free」 を使ラと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり、 LAN 
ケーブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能が使えます。 
詳細については、「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 

「Confi 呂 Free」 は、コンピュータの管理者のユーヴアカウントで使用してください。 

• ファーストユーザーズガイドの起動方法 

①[スタート]ボタン一 [すべてのプログラム] 一 [TOSHIBA ] -[ネットワーク]一 
に onfi 旨 Free ファーストユーヴーズガイド]をクリックずる 

• rConfigFreeJ の起動方法 

購入時の状態では、 Windows を起動すると a ミ脂致或に 「ConfigF 旧 e」 のアイコン （g ) び表示 
されています。 

「Confi 目 Free」 を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] ^ [ネットワーク]一 
に onfi 旨 Free] をク U ックする 

V J 
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旧巧巧おを巧つで傑巧を店げよ 3 

パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使ラ周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 64 

2 USB 対応機器を使う . 巨已 

3し LINK (IEEE 1394) 対応機器を使う . 67 

4マイク□ホンやヘッドホンを使う . 69 

5 ExpressCard ^ l ^'：^. 71 

6 PC 力ードを使う . 74 

7テレビの接続 . 77 

8外部ディスプレイの接続 . 84 












本製品で使用でさるおちな周辺機器は、なのとおりです。 

• メモ I 」 

メモ IJ の増設『取扱説明書1章!!メモ IJ の増設』 

• USB 対応機器 

mm - USB 対応機器「本章0 USB 対応機器を使ラ」 

•し LINK (IEEE 1394) 対応機器 

し LINK (IEEE 1394) 対応機器「本章 Q し LINK ( IEEE 1394) 対応機器を使う」 
•テレビ/外部ディスプレイ 

テレビの接続「本章0テレビの接続」 

外部ディスプレイの接続体章 □ 外部ディスプレイの接続」 

• マイク□ホン/へツドホン 

マイク□ホンやへッドホンの接続「本章0マイク□ホンやへッドホンを使う」 


マ 

I ExpressC 


ExpressCard 「本章且 ExpressCard を使う」 
I PC 力ード 

固藻 PC 力-ド体章 n PC 力-ドを使う」 


周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を追加することびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のものと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 


■ 内蔵方式のもの 

• メモ I 」 


ルツテ U 


■外付けち式のちの 

本製品のインタフェースにあった周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インタフェースなどの規格び異なることびあります。インタフェースと 
は、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットのお状などの規格のことです。 
購入される際には、目的にあった機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどうかについては、その周辺機器のメーカに確認してください。 

コネクタの仕様について「付録0さインタフエースの仕様」 



周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、「付録〇-匯画周辺機器について」を確認してください。 



周巧機巧をほ3巧に 


広げぶラ 


周辺機器を使って 
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2 I USB が応機巧をほ 3 


USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでさ、プラグアンドプレイに巧 
応しています。 

USB 対応機器にはなのよラなちのびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プ I 」ンタ 

• USB 対応スキヤナ • USB フラッシュメモ I 」など 

本製品の USB コネクタには USB 2 .□対応機器と US 日 1.1 対応機器を取り付けることびできます。 
USB 対応機器の詳細については、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 


5「お願い 

m 


USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、附録 11- 匿 ■- USB 対応機器の操作にあたって」を艦忍してください。 




■■取り付け 

I us 己ケーブルのプラグを us 己対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 USB 対応機器についての詳細は、 『 USB 対応機 
器に付属の説明書』を確認してください。 

口 US 己ケーブルのをう一方のプラグをパソコン本体の US 己コネクタに差 
し込む' 

m プラグの向さを確認して差し込んでください。 










Q USB 対応機器を使ラ 


取りはずし 


USB 対応機器の使用を停止する 

①通知領域の [ A — ドウエアのま全な取りがし]アイコン（〇)をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （H) び表示されなし… SB 対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 



B 


② 表示されたメニューか日 [XXXX (取りはずす USB 対応機器）を安全に取り外し 
まず]をク U ックする 

③ r このデバイスはコンピュータか日を全に取り外すことができます。 J のメッセー 
ジが表示された日、 [0 K ] ボタンをクリックする 

パソコン本体と US 己対応機器に差し込んである US 己ケーブルを巧く 



周辺機器を使って機能を広げよラ 












.LINK ( IEEE 1394) コネクタ （ i . LINK コネクタとよびます）に接続します。 

.LINK ( IEEE 1394) 対応機器 （ i . UNK 対応機器とよびます）にはなのようなものびあります。 
し LINK 対応デジタルビデオカメラ 
し LINK 対応八ードディスクドライブ 
し LINK 対応 M 0 ドライブ 
し LINK 対応プ I 」ンタ など 

丄 INK 対応機器の詳細については、 『 i . LINK 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 



操作にあたって 


あらかじめ、「付録 n - 
ださい。 


i.LINK ( IEEE 1394) 対応機器の操作にあたって」をお認してく 


取り付け 


ケーブルのプラグをパソコン本体のし LINK コネクタに差し込む 



プラグの向さを確認して差し込んでください。 


ケーブルのをう一方のプラグをし LINK 対応機器に差し込む 


周辺機器を使って機能を広げよラ 
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Hi.LINK (IEEE 1394) 対応機器を使う 


取りはずし 

i . LINK 対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアのま全な取り外し]アイコン （ m ) をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （ Id ) び表示されない i.LINK 対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 


② 表示されたメニューか日 [XXXX (取りはずすし LINK 対応機器）をま全に取り外し 
まず]をク U ックずる 

③ r このデバイスはコンピュータか日を全に取り外すことができまず。 J のメッセー 
ジが表示された5、 [0 K ] ボタンをクリックする 

パソコン本体とし LINK 対応機器に差し込んである i 丄 INK ケーブルを巧く 


mm し LINK によるネットワーク接続 

システム （0 S ) び Windows Vista でし LINK コネクタびあるパソコン同±をし LINK 
( IEEE ] 394) ケーブルで接続すると、2台で通信びでさます。ネットワークの設定について 
は、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプとヴポート]をク U ックして、 『 Windows ヘルプと 
サポート』を参照してください。 

Q ケーブルの一方のプラグをパソコン本体の i . LINK コネクタに接続する 

ケーブルのをう一方のプラグを、接続する機器の i . LINK コネクタに接 
続する 


ドウエアのまさな巧りかし 


周辺機器を使って機能を広げよラ 
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マイク□ホンやべッドホンをほ3 


本製品には、マイク□ホンやへッドホンを接続できます。 

マイク□ホンやへッドホンを使うと、音声ソフトや音声を使ったチヤツトを行うことびできます。 


1 


マイク□ホンを使う 


マイク入力端子には、マイク□ホンを接続でさます。本製品にはサウンド機能が内蔵されてい 
ます。 

サウンド機能について「2章0サウンド機能」 

■■使用できるマイク□ホン 

本製品で使用でさるマイク□ホンは;欠のとおりです。 


' 3極 ミニ 

0) 

ジャック 

' 2極 S 二 

口 、、I 

ジャック 


モノラルマイクのみ使用でさます。 

プラグは直径3.已 mm 3 極ミニジャックタイプび使用できます。 


直径3.已 mm 2 極ミニジャックタイプのマイク□ホンでもマイク 
□ホン本体にバッテ U などを内蔵し、電源供給を必要としない 
7イク□ホンであれば使用でさます。 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケーシヨンの取り扱い元び推奨するマイ 
ク□ホンを使用してください。 

B 接続する 

マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 




周辺機器を使って機能を広げよラ 


取りはずすときは、マイク入力端モか日マイク□ホンのプラグを巧きます。 
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□ マイク□ホンやへッドホンを使う 


2 


へツドホンをほラ 


へッドホン出力端モにへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことびできます。 
へッドホンのプラグは、直径3.已 mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 



操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - ■■-ヘッドホンの操作にあたって」をお認してください。 


本製品にはサウンド機能び内蔵されています。 

へッドホンの音量はボ U ュームダイヤル、または Windows の音量ミキサで調節してください。 
に章 Q サウンド」 

mm 接続ずる 

へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 



取りはずすとさは、へッドホン出力端モか日へッドホンのプラグを巧さます。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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5 I ExpressCard を巧ぅ 


* TXW シ U — ズのみ 

目的に合わせた ExpressCard を使うことにより、パソコンの機能び大きく広びります。 


gitExpressCard を使う前に 


本製品は 、 ExpressCard Standard 準拠の Exp 「 essCa 「 cl /34、 ExpressCard / 已4対応の 
カードを使用できます。 

ExpressCard は基本的に電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインサーシヨン） 
に対応しているので便利です。 

使用している ExpressCard びホットインサーシヨンに対応しているかどうかなど、詳しい使い 
かたについては 『 ExpressCard に付属の説明書』を確認してください。 


j お願い 

m 


操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - U - ExpressCard の操作にあたって」をお認してください。 


旦 ExpressCard を使う 


ExpressCard を使う場合、パソコン本体の ExpressCard ス□ットに ExpressCard を取り付 
けて < ださい。 

ExpressCard を取り付けるときは、 ExpressCard ス□ットの左端に ExpressCard の左端を 
合わせて挿入してください。 









且 ExpressCard を使う 


E ■取り付け 

Q ケーブルの接続び必要な場合は、 ExpressCard にケーブルを付ける 
ExpressCard の表裏を確認し、表を上にして挿入する 



* イラストは、 Exp 「 essCa 「 cl/34 対応の力ードの例です。 

カードは無理な力を加えず、静かにカードび奥に突さ当たるまで巧してください。さ 
ちんと奥まで差し込まれていない場合、 ExpressCard を使用できない、または 
ExpressCard び壊れる場合があります。 

カードを接続した後、カードび使用でさるよラに設定されているか確認してください。 


取りはずし 

ExpressCard の使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアのま全な取り外し]アイコン（|| な） をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （!□) び表示されなし' 'ExpressCard は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 



② 表示されたメニューか日 [XXXX (取りはずす ExpressCard ) を安全に取り外し 
まず]をク U ックする 

③ r このデバイスはコンピュータか日安全に取り外すことができます。 J のメッセー 
ジび表示された日、 [0 K ] ボタンをクリックする 


▼ 
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B ExpressCard を使う 


イジェクトボタンを2回押す 



] 回巧すとイジェクトボタンび出てくるので、ちラ]度カチッと音びするまで巧して 
ください。 

カードび奥まで差し込まれていない場合、イジェクトボタンび出てこないことびあり 
ます。カードを奥まで巧し込んでか日、ちラー度イジェクトボタンを巧してください。 
カードび少し出てきます。 

力ードをしっかりとつかみ、巧く 



カードを巧くときはケーブルを引っ張らないでください。故障するおそれびあります。 
熱くないことを確認してか日行ってください。 

イジエクトボタンを押す 

イジエクトボタンび収納されていない場合は、イジエクトボタンを巧して収納します。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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* T 30 シリーズのみ 

目的に合わせた PC 力ードを使うことにより、パソコンの機能び大きく広びります。 
PC カードには、なのよラなちのびあります。 

•データ通信力ード （ PHS 、 携帯電話） 

• フラッシュメモ I 」カード用アダプタカード 

• 外付け八ードディスクドライブ、 CD / DVD ドライブ用アダプタカード など 


QI PC 力—ドを使う前に 


本製品は 、 PC Card standard 準拠の TYPEn 対応の力ード （ Card 日 us 巧応力ードも含む） 

を使用できます。 

PC カードの大部分は電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインサーシヨン）に巧 
応しているので便利です。 

使用している PC 力ードびホットインサーシヨンに対応しているかどうかなど、詳しい使いかた 
については 『 PC カードに付属の説明書』を確認してください。 



B PC カードをほう 


PC 力ードを使ラ場合、パソコン本体の PC 力ードス□ットに PC 力ードを取り付けてください。 

■■取り付け 


PC 力ードにケーブルを付ける 



SCSI カードなど、ケーブルの接続び必要なときに行います。 














回 PC 力ードを使う 


PC 力ードの表裏を確認し、表を上にして挿入する 



カードは無理な力を加えず、静かにカードび奥に突さ当たるまで巧してください。さ 
ちんと奥まで差し込まれていない場合、 PC カードを使用でさない、または PC カード 
び壊れる場合びあります。 

力ードを接続した後、力ードび使用できるように設定されているか確認してください。 


取りはずし 

PC カードの使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアのま全な取りがし]アイコン （ b ) をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （ H ) び表示されない PC 力ードは、次の手順は必要ありません。手順 
0に進んでください。 




② 表示されたメニューか 5 [XXXX (取りはずす PC 力ード）をままに取りがします] 
をク U ックする 

③ r このデ J (イスはコンピュータか日を全に取りがすことができます。 J のメッセー 
ジが表示された 5、 [0 K ] ボタンをクリックする 


周 

辺 

機 

器 
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使 
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回 PC 力ードを使う 


イジェクトボタンを2回押す 



] 回巧すとイジェクトボタンび出てくるので、ちラ]度カチッと音びするまで巧して 
ください。 

カードび奥まで差し込まれていない場合、イジェクトボタンび出てこないことびあり 
ます。カードを奥まで巧し込んでから、ちラー度イジェクトボタンを巧してください。 
カードびみ\し出てさます。 

力ードをしっかりとつかみ、巧く 



0 


カードをあくときはケーブルを弓 I っ張らないでください。故障するおそれびあります。 
熱くないことを確認してから行ってください。 

イジエクトボタンを押す 

イジエクトボタンび収納されていない場合は、イジエクトボタンを巧して収納します。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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テレビの巧続 


本製品の S - Video 出カコネクタとテレビをケーブルで接続すると、テレビ画面に Windows の 
デスクトップ画面を表示させることびできます。 

■パソコン上で再生中の DVD を、テレビに表示する 

rWinDVD 」 での DVD 再生など、パソコンで視聴/再生している映像を、ご家庭のテレビにち 
表示させることびできます。 


パソコン本体と、テレビを接続する 

r 本節田]バソコンに接続ずる」 


パソコンの画面をテレビに表示する設定を 
ずる 

r 本節因表示を切り曾える」 







^ メモ 


テレビの代わりに、外部デイスプレイを接続して表示することもできます。 


■接続の前に 

テレビを接続するときは、『テレビに付属の説明書』ちあわせて確認してください。 
S 映像入力端テびあるテレビを接続でさます。 

接続する S 端モケーブルは、市販の4ピンコネクタのケーブルを使用してください。 
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D テレビの接続 


パソコンに接続する 


テレビ接続の操作にあたって - 

•あらかじめ「付録 11- ■■■テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してく 
ださい。 

テレビとパソコン本体の電源を切った状態で接続してください。 

n S 端子ケーブルのプラグをパソコン本体の S - Video 出カコネクタに差し 

■込む 



f S 端子ケーブルのもう一方のプラグをテレビの S 映像入力端子に差し込 
む 

f テレビの電源を入れてか5、パソコン本体の電源を入れる 

音声はパソコンのスピーカで聞くか、へッドホン出力端モにへッドホンを接続して聞 
いてください。 
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II テレビの接続 


2 


表巧を切り替える 


テレビを接続した場合には、次の表示方法びあります。 

表示方法は、表示装置の切り替えを行ラことで変更できます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/テレビだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


I 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 
クローン 表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トップ画面を表示します。 






テレビに表示するには;欠の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには表示されま 
せん。 

幻メモ 

• テレビに表示する場合は、1 024 X 7 日8ドットしソ下の解像度でご覧ください。 

表示を切り替えたとさ、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 
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方法！ーコントロールパネルで設定ずる 


[スタート]ボタン（恒^)一 [コント □ —ルパネル]をクリックする 
[圍その他のオプション]をクリックする 
[回 Intel ( R ) GMA Driver for Mobile ] ボタンをクリックする 
[ディスプレイデバイス]で表示する装置を選択する 



ノ ートプクウヒテレピ 


[ スキームオブシヨシ 


シンヴルデイス:?レイ 

PC モニ5 广_；ートづツク 

^テレピ 

マルずデイスづレイ 

C In 但 l(R) デュアル•デイブライマリデパイス 
スブレイ•ウ□—ン 


いブック 
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[ 


I [ *,ンセル '![»«] 


读示例） 


チェック ) びついている項目び現在の表示装置です。 

* 画面はテレビと外部ディスプレイを接続している場合の表示例です。 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

[ノートブック]をク U ックしてください。 

•テレビだけに表示 

[テレビ]をク I 」ックしてください。 

画面左側の[ディスプレイ設定]をク U ックして表示される画面の「ビデオ標準」 
からモードを選択してください。 

- NTSC-M (米国仕様の TV 受信機） 

- NTSC-J (日本仕様の TV 受信機） 

- PAL-B (ヨー□ッパ仕様の TV 受信機） 

• 外部ディスプレイだけに表示 

[ PC モニタ]をク I 」ックしてください。 

• ク□—ン表示 

2つの表示装置それぞれにデスクトップ画面を表示します。 

① [Intel(R) デュアル•ディスプレイ•ク□-ン]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をずる 


D テレビの接続 




項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイでク□ーン表示 

ノー トブック 

PC モニタ 

本体液晶ディスプレイとテレビで 
ク□ーン表示 

ノー トブック 

テレビ 
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II テレビの接続 


• 掘長表示 

2つの表示装置を]つの大さなデスクトップ画面として使用でさます。 

本体液晶ディスプレイと外部液晶ディスプレイまたはテレビの両方にク□ーン表示 
しているとさ、[画面の設定]か日拡張表示を設定できない場合びあります。その 
ときは、 に77?り +两リキーを巧して設定画面を表示し、なのように操作し 
9 〇 

① [拡張デスクトップ]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をする 


項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイであ張表示 

ノー トブック 

PC モニタ 

本体液晶ディスプレイとテレビで 
拡張表 

ノー トブック 

テレビ 


后 t メモ 

•本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイをク□ーン表おまたはお張表示に設定する際 
に、外部ディスプレイにノイズび発生した場合は、外部ディスプレイの解像度、色数、リ 
フレッシュレートを下げてご使用ください。 

設定は、ク□ーン表示またはお張表示に設定したあと、[ディスプレイ設定]をク U ック 
し、表示される画面で行います。 


[0 K ] ボタンをクリックする 

巧の画面び表示されます。 



Q [0 K ] ボタンをクリックする 
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D テレビの接続 


^9方法2 -画+回キーを使う 


•表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ） LU 外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことびでさます。表示装置を選択する画面び表示されていない状態で、岡+同 
キーを3秒じ(上巧し続けてください。 

表お装置に何ち表示されず、選択する画面び表示されているか確認でさない場合は、いった 
んキーボードか日指をはなしてか日、「円 V | + | 巧1キーを3秒し U 上巧し続けてください。 



周 

辺 

機 

器 
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I 表示装置を選択する画面 _ 

丙\/1キーを巧したままキーを巧すと、 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 の表示装置を選択する画 
面び表示されます。 



* 画面はテレビと列部ディスプレイを接続した場合です。 
LCD または接続している表示装置のアイコンのみ表示 
されます。 


©©®©®©@ (表示例) 


上のカードは現在の表示装置をおしています。喧\/]キーを巧したまま LF 白キーを巧すたびに、大 
きなアイコンび移動します。表示する装置に大きなアイコンび移動した5、@キーをはなすと 
表示装置び切り替わります。 

アイコンは、左か日;欠の意味を表しています。 


• LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD + CRT ....... 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにク□-ン表示 

• CRT . 外部ディスプレイだけに表示 


本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 
• LCD+TV . 本体液晶ディスプレイとテレビにク□—ン表示 


• TV . テレビだけに表示 


本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 


• LCD+CRT Extended Desktop 

. ディスプレイと外部ディスプレイに拡張表示 

本体液晶ディスプレイびプライマ U モニタになります。 

• LCD+TV Extended Desktop 

. 本体液晶ディスプレイとテレビに拡張表示 


本体液晶ディスプレイびプライマ U モニタになります。 
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II テレビの接続 


キーを巧して、プライマリ、セカンダ U を切り替えるアイコンに移動した日、 

@キーをはなすと、表示装置び切り替わります。 

複数のユーヴで使用する場合、ユーヴアカウントを切り替えるときは[スタート]ボタン （©) 
^〇ボタンをクリックし、表おされたメニューから[□グオフ]を選択してください。[ユー 
プーの切り替え]で切り替えた場合は、キーで表示装置を切り替えられません。 

ユーヴアカウントの切替え 『Windows ヘルプとサポート』 


3 


パソコンか6取りはずす 


パソコン本体の電源を切ってから、テレビの電源を切った後、取りはずしを行ってください。 

Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『セットアップガイド』 

Q テレビの電源を切る 

Q パソコン本体とテレビに差し込んである、 S 端子ケーブルを巧く 
■アプリケーシヨンの利用に関するを意事項 

「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 または 「InterVideo WinDVD 」 で使用する表示装置を変更した 
い場合は、アプ U ケーシヨンを起動する前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびでさません。 


□ 化お表示でプライマリモニタを切り替える方法 

現在の表示装置び拡張表示に設定されている場合、プライマ U モニタ、セカンダ U モニタを切 
り替えるアイコン （Switch Image ) び表示されます。 

* 画面はテレビと外部ディスプレイを接続した 
場合です。 LCD または接続している表示装 
置のアイコンのみ表示されます。 



@魚ち)毎)@毎!@織 


读示例） 
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が 














か部デイスプレイの巧続 


RGB コネクタにケーブルを接続して、外部ディスプレイに Windows のデスクトップ画面を表 
示させることびでさます。 





使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 
解像度にあった外部ディスプレイを接続してください。 


■■パソコンに接続する 

外部ディスプレイとノ（ソコン本体の電源を切った状態で接続してください。 

外部ディスプレイのケーブルのプラグを RG 己コネクタに差し込む 



Q が部ディスプレイの電源を入れる 
Q パソコン本体の電源を入れる 

上の手順で電源を入れると、パソコン本体は自動的に外部ディスプレイを認識します。 
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o 外部ディスプレイの接続 


^■パソコンから取りはずす 

外部ディスプレイを取りはずすとさは、「ス U —プ」や r 休止巧態」にせず、必ず電源を切って 
ください。 

Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『セツトアップガイド』 


Q か部ディスプレイの電源を切る 
Q RG 己コネクタからケーブルを巧く 


匪遅表示を切り替える 

外部ディスプレイを接続した場合にはなの表示方法びあります。 

•外部ディスプレイだけに表おする 

•外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイに同時表示する 
-ク □— ン表示 
' 拡張表 

♦本体液晶ディスプレイだけに表おする 

表示ち法は、テレビに表おする場合の説明を参考にしてください。 

表示ちまについて体章 Q - 回表示を切り曾える」 

r 電源オプション」で表示自動停止機能を設定して外部ディスプレイの表示び消えた場合、キー 
あるいはタッチパッドの操作により表示び復帰します。また、ス U —プに設定してある場合は、 
電源スイッチを巧してください。 

表示び復帰するまで]0秒前後かかることびありますび、故障ではありません。 

I 切り替え方法 _ 

表示装置を切り替える方法は、テレビに表示する場合の r 方法1」や「方法2」を参考にしてく 
ださい。 

表示ち法について「本章 EJ - 居]表示を切り曾える」 

分メモ 

•が部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定にあった 
色数/解像度で表示されまず。 


KM 表示について 

外部ディスプレイに表おする場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されなし觸合びあります。 
この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 
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■ バッテリ駆動で巧う 

パソコンをモバイル使用する際に大事なを在であるバッテリは、使い 
かたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、充電、巧電量の確認や消費電力を減5す設定について説明 
しています。 


1バッテリについて. 
2省電力の設定をする 
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パッテ y にごいて 


ノ（ソコン本体には、バッテ U パックび取り付け日れています。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさます。 
本製品を初めて使用するとさは、バッテ U パックを充電してか日使用してください。 

バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめ AC アダプタを接続してパ'ッテ U パックの充電を完了 
(フル充電）させるか、フル充電したバッテ U パックを取り付けてください。 

『安むしてお使いいただくために』や『取扱説明書』に、バッテ U パックを使用するときの重要 
事項び記述されています。バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず 
指示を守ってください。 


Q [バッテリ巧電量をお認する 


バッテ U 駆動で使ラ場合、バッテ U の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッテ U 
の充電量を確認しておく必要びあります。 

■■ Battery LED でお認する 

AC アダプタを使用している場合 、 Battery Cll LED び点打します。 

♦1 の □ 0 D 


Battery □ に D は;欠の状態を示しています。 


青または緑 

：75： i = T = iI — 1 

TumTG J 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

バッテ U の充電について「本節巧]バッテ U を充電する」 

消灯 

-バッテ1」び接続されていない 
- AC アダプタび接続されていない 
-バッテ1」異常 

異常の場合は、購入店または近くの保守サービスに連絡してくだ 
さい。 













I ■バッテリについて 


まをに巧ち夕れまし?:- 〇00%\ 


n 

現巧の亀想プラン：パランス 


D 通知領域の[バッテリ]アイコンでお認ずる 

通知領域の[バッテ U ] アイコン（図）の上にポインタを置くと、 

バッテ U 充電量び表示されます。 

このとさバッテ U 充電量じ(外にち、現在の電源プランび表示されます。 

省電力設定について「本章0省電力の設定をする」 

1力月じ(上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用してバッテ U 駆動を行 
わないと、バッテ U 充電量び少しずつ減かします。このよラな状態でバッテ U 充電量び減少し 
たときは、 Ba け eryOLED や[バッテ U ] アイコンで充電量の減少び表示されないことびあ 
ります。 ] 力月に]度は再充電することを推奨します。 


K ■バッテリ巧電量び減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U の充電量びかなくなると、次のように警告します。 

• Battery a LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U の残量び少ないことを示しています） 
•パ' ッテ I 」のアラームび動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をク U ックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテ U 低下の通知]で設定すると、バッテ U の残量び少な 
くなったことを通知したり、自動的に対処する動作を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章0省電力の設定をする」 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプタを接続し、充電する 

② 電源を切ってか日、フル充電のバッテ U パックと取り換える 

購入時は休止巧態び設定されています。バッテ U 減少の警告び起こってち何ち対処しなかった 
場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでノ（ッテ U び自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴日ず、 

Battery a LED でち放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったとき 
は、充電してから使用してください。 

■時計用バッテリ 


本製品には、取りはずしびでさるノ（ッテ U パックの他に、内蔵時計を動かすための時計用バッ 
テ U び内蔵されています。 

時計用バッテ U の充電は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行われ 
ますので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U び切れていると、時間の再設定をラなびす Warning (警告）メッセージび出ます。 


■充電完了までの時間 


状態 

時計用バッテリ 

電源 ON ( Power む LED び青または緑に点灯） 

24時間 


実際には充電完了まで待たなくてち使用でさます。また、充電状態を巧ることはでさません。 
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I ■バツテ u について 


2 


ッテリを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 




バッテリを充電するにあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra - バッテ U を充電ずるにあたって」を確認してください。 


巧電方法 


パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコンセン 
卜に差し込む 

DC IN ^ に D び青または緑に点灯して Battery □ に D びオレンジ色に点打する 
と、充電び開始されます。 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込むと、電源の ON / OFF にかかわらずフル 
充電になるまで充電されます。 

Battery a LED び青または緑になるまで充電する 

バッテ U の充電中は Battery a LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN *1 に D び消灯している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプタ、 
電源コードの接続を確認してください。 


^ メモ 


パソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 


■充電完了までの時間 

ノ（ッテ U 充電時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度び低いとき、バッテ U パックの温度び高くなっているとき、周辺機器を取り付けてい 
るとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 

■使用できる時間 

バッテ U 駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異 
なります。 

詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 

■バッテリ駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、充分な 
性能を発揮するために AC アダプタを接続してご使用ください。 
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I ■バツテリについて 


■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U 充電量はかしずつ減っていきます。バッ 
テリの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

保持時間は、充電完了の状態で電源を切った場合の目まにしてください。 

詳細は、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、ノ（ッテ U 駆動時は休止状 
態、または八イブ I 」ッドス U —プにすることをおすすめします。 


D バッテリを長持ちさせる 

本製品に搭載されたパ' ッテ U をより有効に使ラための工夫を紹介します。 

I バッテリの機能ほ下を比較的遅くする方法 _ 

なの点に気をつけて使用すると、バッテ U の機能低下を比較的遅くすることびでさます。 
■パソコンと AC アダプタをコンセントに接続したままの状態で、パソコンを長時間使用しな 
いとさは、 AC アダプタをコンセントからはずしてください。 

• 1力月 LU 上の長期間バッテ U を使わない場合は、パソコン本体からバッテ U をはずして、風 
通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• おもに AC アダプタを接続してパソコンを使用し、バッテ U パックの電力をほとんど使用し 
ないなど、100%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U の劣化を早める場合びあります。 
• 1力月に]度は、 AC アダプタをはずしてバッテ U 駆動でパソコンを使用してください。 

I バッテリ巧電量を節約する方法 _ 

バッテ U を節約して、本製品をバッテ U 駆動で長時間使用するには、次の方法びあります。 

• こまめに休止状態にする 

「2章巧]休止状態」 

•入力しないとさは、ディスプレイを閉じておく 

に章 0- 团簡単に電源を切る/使用を中断する」 

• 省電力の電源プランを設定する 
mm 「本章0省電力の設定をする」 



バツテリ駆動で使ラ 
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I ■バツテ u について 


K ■バッテリパックを f 呆管ずる 

バッテ U パックを保管するとさは、巧の説明をお読みください。 

• 充電状態の電池を放置しておくと電池び劣化し、ちラー度充電したとさの容量び減少してし 
まいます。この劣化は、保を温度び高いほど早く進みます。 

•パ'ッテ U パックを長期保管するときには、風通しの良い涼しい場所に保管し、充電容量を 
已□%前後にして保管することをおすすめします。 

• 保管時は、ビニール袋などに入れて電極のショートび起こ日ないよラにし、ダンボールなど 
の電気を通さない箱に、バッテ U パックび重ならないよラに入れてください。 

•パ'ッテ U パックの電極（金属部分）びショートしないよラに、金属製ネックレス、ヘアピン 
などの金属類と混在しないよラにしてください。 

•過放電を防止するために、半年に]回く日いの割合で、已0%程度の充電をしてください。 

• 落下したり衝撃びかかったりしないよラ安定した場所に保管してください。 
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「電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことびでさます。 

バッテ U 駆動でパソコンを使用しているときに、消費電力を減日して長い時間使用するよラに 
設定したり、電力を使ってパフォーマンスの精度を上げるよラに設定したりでさます。 

これ日の電源設定を電源プランといいます。 

r 電源オプション」では、使用環境にあわせて設定された電源プランびあ日かじめ用意されてい 
ますので、使用環境び変化したときに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することびでさます。 

購入時には、なの電源プランび用意されています。 

•バランス 

必要なとさは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないとさは電力を節約 
します。 

•省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスをお下させ、消費電力を抑えます。バッテ U 駆動 
のときにこのプランを使用すると、バッテ U び通常よりも長くもちます。 

•高パフォーマンス 

パフォーマンスと応答速度を最大にします。バッテ U 駆動のときにこのプランを使用すると、 
バッテ U び通常よりち早く消費されます。 

各電源プランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することちできます。詳しくは、 
r 電源オプション」のヘルプをご覧ください。 


起動方法 


n [スタ-卜]ボタン（饼 


[コント□ールパネル]をクリックする 


[為!バッテリ設定の変更]をクリックする 

「電源オプション」び起動します。 



2 I 省電力の設ちをずる 



バッテリ駆動で使ラ 
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Q 省電力の設定をする 


■ヘルプの起動方法 



r 電源オプション」を起動後、画面ち上の®:•ボタンをクリックする 


1 〇1 回! 

▼ 

4，1 

1検索 pi 


喔 


7ンスを最大にしたん電力を節巧したりできます。フ 
I を逛巧して力 A 電力設定を変ますることでカスタマイス 


0 表示された一覧か5知りたい項目をクリックする 

該当するページび表示されます。 















■ システム房巧の巧ち 

本製品を使用するとさの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1東ち HW セットアップ. 
2 BIOS セットアップ... 
3パスワードセキュリティ 
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[東芝 HW セットアップ]画面上で、知りたい項目にポインタを置く 

項目に巧するヘルプび表示されます。 
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まま HW セットアップ 



[スタート]ボタン（巧）一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

きタブで機能を設定し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 

ヘルプの起動方法 


r 東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更でさます。 
複数のユーヴで使用する場合ち、設定内容は全ユーヴで共通になります。 


起動方法 


システム環境の変更 




B 終了 

変更した内容を有効にして終了します。 

Q 隘了] メこ IL - を表示する 

订終了方法を選択する 

画面の指示に従って BIOS セットアップを終了する 

Windows が起動します。 
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起動と終了/ BIOS セットアップの操作 


KM 起動 

I キーボードの@キーを巧しなび5電源スイッチを巧し 、 rdynabookj 
または 「 TOSH 旧 A 」 画面び表示されてから手をはなす 

パスワードを設定している場合は、画面の指示に従って登録したパスワードを入力し、 
IRV 巧/? I キーを巧してください。 

バスワードについて「本章已バスワードセキュ U テイ」 

BIOS セットアップび起動します。 

起動でさなかった場合は、通常の終了操作を行ってパソコン本体の電源を切り、手順 
n をやり直してください。 



BIOS セットアップ 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはでさません。 
印刷した本項目のぺージ、または『取扱説明書』を参照して実行してください。 

BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体か日設定するプ□グラムの 
ことです。 

なのよラな設定びでさます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 
•セキュ I 」ティの設定 
• 起動方法の設定 

^ メモ己 IOS セットアップを使用する前のま意 

•通常、システム構成の変更は Windows 上の「まち HW セットアップ」、「電源オプション」、「デバイス 
マネージャ」などで行ってください。 

•使用しているシステムによっては、システム構成を変更してを、変更び反映されない場合びありまず。 
•巨 IOS セットアップで設定した内容は、電源を切ってち消えません。しかし、内蔵バッテ U (時計用 
バッテ U ) び消耗した場合は標準設定値に戻りまず。 



システム環境の変更 





















0 BIOS セットアップ 

mm 基本操作 ■ 


基本操作は;欠のとおりです。 


メニューを選択ずる 

bz ] またはじ ! J 

上段のメニュー名び反転している部分び現在表示している 
メニュー画面です。 

変更したい項目を選択する 

[1|または^ 

画面中で反転している部分か現在変更でさる項目です。 

ヴブメニューや設定値の一覧を 

1 ENTER 1 

項目の内容を変更ずる 

Ism びし 1 巧し F 6 \ 

設定内容を標準値にする 

1 巧 

「デフォルト値を□-ドしますか？」というメッセージび 
表示されます。 r はい1を選択し、 | avTr /?| キーを押してく 
ださい。 

パスワードはこの操作をしてち削除されません。 

設定を保存し、 BIOS セットアッ 
プを終了ずる 

\ F 10 \ 

r 設定の変更を保をして終了しますか？」というメッセー 
ジび表示されます。保存する場合は「はい」を選択し、 
|£ WTr /?| キーを巧してください。 

BIOS セットアップ終了後、 Windows び起動します。 

保をしない場合は「いいえ1を選択し、 1打 VTTRl キーを巧 
してくださし、。 

[終了] メニューを表示する 

\ ESC \ 

サブメニュー表示中は]つ前の画面に戻ります。 

BIOS セットアップのヘルプを表 
示ずる 

同 



システム環境の変更 










































パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定でさます。パスワードには大さく分けて次の3種類びあります。 

• Windows の□グオンパスワード 

- Windows に□グオンするとき 

-インスタントセキュ U ティ状態やノ（スワード保護の設定をしたスク U —ンセーノ（を解除す 
るとさ 

mm インスタントセキュ U ティ機能「2章 D - の-网キーを使った特殊機能キー」 

• ユーザパスワード、スーパーバイザパスワード 

-電源を入れたとさや休止状態から復帰するとさ 

ユーヴパスワードやスーパーパ'イヴパスワードを登録すると、電源を入れたとさなどにパス 
ワードの入力び必要になります。 

通常はユーヴパスワードを登録してください。 

スーパーパ'イヴパスワードは、パソコン本体の環境設定を管理する人び使用します。スー 
パーパ'イヴパスワードを登録すると、スーパーパ'イヴパスワードをミ□日ないユーヴは、 

BIOS セットアップの設定を変更できないよラにする、などいくつかの制限を加えることび 
でさます。 

この制限を加える必要びなければ、ユーヴパスワードだけ登録してください。 

• HDD パスワード 

-八ードディスクを起動するとさ 

メモ 

• スーパーノ（イヴノくスワードとユーヴノ f スワードでは、違うパスワードを使用してください。 

•パスワードを登録した場合は、忘れたとをのために必ずパスワードを控えてください。 

•パスワードを入力ずるとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボード 
の文字キーを押して直接入力してください。 



パスワードを忘れてしまって、バスワードを削除でさなくなった場合は、使用している機種を確 
認後、近くの保守ヴービスに依頼してください。 

パスワードの解除を保守サービスに化頼する場合はち償です。 HDD バスワードを忘れてしまった 
場合は、八ードディスクドライブは永义に使用でをなくなり、交換対応となります。 

この場合ち有償です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び 
必要となります。 



システム環境の変更 
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il パスワードセキュリティ 


パスワードとしてほ用でをる文を 


パスワードに使用できる文字は次のとおりです。 
アルファべッドの大文字とル文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベット（半角） 

ABCDEFGHIJKLMNOP 

QRSTUVWXYZ 

数字（半角） 

□ 123456789 

記号の一部（半ち） 

-(スペース）など 

使用できない文字 

-全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの超動び必要な文字 
【例】 漢字、カタカナ、ひらびな、日本語入カシステムび供給する記号 
など 

-記号の一部（半角） 

【例】 1 (バーチカルライン） 

¥ (エン）など 


パスワード登録時に警告メッセージび表示された場合は、登録しよラとした文字列に使用でき 
ない文字び含まれています。この場合、ちラ]度別の文字列を入力し直してください。警告び 
表示されない場合ち、上記「使用でさない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずキーボードから]文字ずつ直接入力してください。 


の 


-ザパスワード 


r 東芝 HW セットアップ」でユーヴパスワードの設定や設定の変更びでさます。 

ユーヴパスワードは、 BIOS セットアップの[セキュリティ]メニューでち設定でさますび、 
r 東芝 HW セツトアップ」で設定することをおすすめします。 



ユーザパスワードの登録 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

[パスワード]タブで[ユーザパスワード]の障録]をチェックする 

パスワードを入力する画面び表示されます。 
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H パスワードセキュ U テイ 


[パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0K] ボタンをクリック 
する 

パスワードは] 0文字じ(内で入力できます。 

パスワードに使用できる夕字「本節-バスワードとして使用でさる夕字」 

パスワードは「***** (アスタリスク）」で表示されますので画面で確認できま 
せん。 

間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わ 
ず、キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

[パスワードの確認]に手順凸で入力したパスワードをもう1度入力 
し、 [0K] ボタンをクリックする 

表示されるメッセージを確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

パスワードび登録されます。 


メモ 


) てスワードを忘れてしまったとさのために、必ず; I くスワードを控えてください。 


U ユーザパスワードの削除 

ユーヴパスワードを削除するには、なの手順を実行してください。 

[スタート]ボタン（括 n 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

[パスワード]タブで[ユーザパスワード]の[未登録]をチェックする 

パスワードを入力する画面び表示されます。 

[パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0K] ボタンをクリック 
する 

パスワードび削除されます。 

パスワードの入カエラーの場合は、ちラ]度手順0から操作を行ってください。 
入カエラーび3回続いた場合は、パスワード削除の操作びできなくなります。この場 
合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラ]度手順 D から削除の操作を行ってく 
ださい。 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 
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il パスワードセキュリティ 


• スーバーバイヴパスワードとユーヴパスワードでは、違ラものを使用してください。 

• パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

* パスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、キーボード 
の文字キーを押して直接入力してください。 


n 起動方法 

H [スタート]ボタン（巧 >) 一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ] 
-[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

f 「C:¥Program Files¥TOSHIBA¥Utilities¥SVPWUTIL.exe」 と 
入力する 

f [OK] ボタンをクリックする 

詳しくは、 「 README . HTM 」 を参照してください。 

FM rREADM に HTMJ の起動方法 

H [スタート]ボタン（巧!）一 [すべてのプ□グラム]一[アクセサリ] 
-[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

B 「C:¥Program Files¥TOSHIBA¥Utilities¥JA-JP¥SVPWTool 
¥README.HTM」 と入力する 

Q [0K] ボタンをクリックする 


mm ユーザパスワードの変更 

ューヴパスワードを変更したい場合は、ューヴパスワードを削除してから、新たに登録してく 
ださい。 


スーパーバイザパスワード 


「スーノ（ーノ（イヴノ（スワード〕ーティ U ティ」で、 Windows 上か日スーパーノ（イヴノ（スワード 
の設定や設定の変更びでさます。 

スーパーパ'イヴパスワードは、 BIOS セットアップの[セキュリティ]メニューでち設定でき 
ますび、「スーパーパ'イヴパスワードユーティ I 」ティ」で設定することをおすすめします。 

ぶすメモ 
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H パスワードセキュ U テイ 


3 


パスワードの入力 


電源を入れたとを/化止が態か6復帰すると定 


パスワードび設定されている場合、パソコンまたは BIOS セットアップ起動時にパスワード入 
力画面び表示されます。 

この場合は、次の手順を行ってパソコンまたは BIOS セットアップを起動します。 

設定したとおりにパスワードを入力し、 面而而1 キーを押す 

Arrow Mode LED、Numeric Mode LED は、パスワードを設定したときと同じ状態 
にしてください。 

パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入 
れ直してください。 


パスワードをちれてしまつた場合 


パスワードを忘れてしまった場合は、近くの保守サービスに相談してください。パスワードの 
解除を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとさ、身分証明書（お客様自身を 
確認でさる物）の提示び必要となります。 


团 


HDD パスワード 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書) J を参照しなび日実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

HDD パスワードは、八ードディスクを保護するセキュ U ティ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


ミち意事頃 


登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 



万一、登録したパスワードを忘れた場合、修理■保守対応ではバスワードを解除でさません。こ 
の場合、八ードディスクドライブは永义に使用でをなくなり、八ードディスクドライブの交換巧 
応となります。この場合、有償での交換となります。 

八ードディスクドライブび使用できなくなったことによる、お客様またはその他の個人や組織に 
巧して生じた、いかなる損失に巧してち、当社は一切責任を負いません。 

HD □パスワードの設定については、この点を十分にごを意いただいた上でご使用ください。 



システム環境の変更 
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H パスワードセキュ U テイ 


匪 ■ HDD パスワードの登録 

HDD マスタパスワードの項目は、 BIOS セットアップの 「 HDD パスワードモード」び「マス 
夕+ユーヴ」の場合のみ表示されます。 

r マスタ+ユーヴ」の場合は、 HDD マスタパスワードを設定し、続けて HDD ユーヴパスワード 
の設定を行います。 


Q BIOS セツトアツプを起動する 
Q [セキュリティ]メニューを表示する 


力ーソルバーを[ユーザパスワード]の [ Enter ] に合わせ、 \ enter \^ — 
を押す 

カーソルび持斤しいパスワードを入力して下さい。]に移動し、パスワードび入力で 
きる状態になります。 

パスワードを入力する 

ノ（スワードは] 0文字じ(内で入力します。 

ユーザバスワードに使用できる夕字「本節-バスワードとして使用できる夕字」 

パスワードは1文字ごとに [■] び表示されますので、画面で確認でさません。よく 
確認してから入力してください。 

IfA/TTRl キーを押す 

カーソルび[新しいパスワードを確認して下さい。]に移動します。 


HDD パスワードの種類 

HDD パスワードは、 HDD ユーヴパスワードと HDD マスタパスワードの2つを設定することび 
巧能です。 

■ HDDIL- ザパスワード 

各ノ（ソコンの使用ち自身び設定することを想定したノ（スワードです。 

HDD マスタパスワードを削除すると、同時に HDD ユーヴパスワードち削除されます。 

■ HDD マスタパスワード 

管理ちなどびパソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

HDD マスタパスワードは HDD ユーヴパスワードの代わりに使えます。 HDD ユーヴパスワード 
を忘れた場合でち、 HDD マスタパスワードを入力して八ードディスクドライブにアクセスでさ 
よ 〇 

なお、 HDD マスタパスワードのみを登録することはでさません。 

HDD ユーヴパスワードと HDD マスタパスワードの登録、削除方法は同じです。圳まは 、 HDD 
ユープノ（スワードの設定を例に説明しています。 
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H パスワードセキュ U テイ 



パスワードを入力する 

確認のため、手順 【1 と同じノ（スワードをちう]度入力してください。 

| fA /7~ fR | キーを押す 

[セットアップ通知]画面び表示されます。 

2回目のパスワードび1回目のパスワードと異なる場合は、[セットアップ警告]画面 
び表示されます。臣^旬キーを巧して、手順【 I からやり直してください。 

fA/TTRl キーを押す 

パスワードび設定され、 [ HDD パスワー円に「登録済み」と表示されます。 

[終了] メニューか 5 [変更を保をする]に合わせ、胃司キーを押す 

[セットアップ確認]画面び表示されます。 

fA / rwl キーを巧す 

設定した内容を保をします。 

電源スイッチを巧す 

パソコン本体の電源を切った後、パソコンを起動すると、設定した HDD パスワード 
び有効になります。 


mm HDD パスワードの削除 


Q BIOS セットアップを起動する 
Q [セキュリティ]メニューを表示する 


力ーソルバーを[ユーザパスワード]の [Enter] に合わせ、 \ enter \^ — 
を押す 

カーソルび[現在のパスワードを入力して下さい。]に移動し、パスワードび入力で 
きる状態になります。 


H 登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに [■] び表示されます。 



| fA /7~ fR | キーを押す 

カーソルび[新しいパスワードを入力して下さい。]に移動します。 

入力したパスワードび登録したパスワードと異なる場合は、[セットアップ警告]画 
面び表示されます。手順【 I からやり直してください。 

























H パスワードセキュ U テイ 


f f/VTT が キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

カーソルび[新しいパスワードを確認して下さい。]に移動します。 

画画キ—を押す 

_ここでは何ち入力しません。 

I パスワ-ドび削除されます。 

n 隘了] メニューか5 [変更を保ちして終了する]に合わせ、 向/7西] キー 
' を押して、己 IOS セットアップを終了する 

[HDD パスワードモー円で[マスタ+ユーヴ]を選択した場合は、 HDD マスタパ 
スワードの削除を行うと、同時に HDD ユーヴパスワードも削除されます。 HDD 
ユーヴパスワードのみを削除することはでさません。 


S HDD パスワードの変更 

り! BIOS セットアップを起動する 

Q [セキュリティ]メニューを表示する 

力ーソルバーを[ユーザパスワード]の [ Enter ] に合わせ、 |亡/\/刷| キ— 
m を押す 


凸力- 

I— を押 

■力-、— 
■定るも 


カーソルび[現在のパスワードを入力して下さい。]に移動し、パスワードび入力で 
きる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに [■] び表示されます。 

IfA/TTRl キーを押す 

力ーソルび惭しいパスワードを入力して下さい。]に移動します。 

手順 D で入力 した) (スワードび正しくない場合は、[セットアップ警告]画面び表 
示されます。手順〇か日やり直してください。 

新しいパスワードを入力し、 向/ 7 而1 キーを押す 

カーソルび[新しいパスワードを確認して下さい。]に移動します。 

手順0で入力したパスワードをもう1度入力し、 面/ 7 雨1 キーを巧す 

2回目のパスワードび1回目のパスワードと異なる場合は、[セットアップ警告]画面 
び表示されます。 胃の? I キーを巧して、手順0か日やり直してください。 

パスワードび設定され、 [ HDD パスワード]に「登録済み」と表示されます。 

隘了] メニューか5 [変更を保をして終了する]に合わせ、 面而两 1 キー 
を押して、己 IOS セットアップを終了する 
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■a HDD パスワードの入力 

HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れると 「 HDD パスワードを入力して下さい。」 
と表示されます。 

この場合は、次のよラにするとパソコン本体び起動します。 

I 設定したとおりに HDD パスワードを入力し、 向/ 7 历] キーを巧す 

Numeric Mode に D は、パスワードを設定したときと同じ状態にしてください。 
HDD パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源 
を入れ直してください。 

幻メモ 

•パスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、バスワードー HDD パスワードの順に認証 
びホめられます。ただし、パスワードと HDD パスワードび同一の文字列の場合は、バスワードの認証 
終了を、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

• 目 IOS セットアップの設定を変更する場合は、スーバーバイヴパスワードを入力して起動してください。 
ユーヴパスワードを入力して起動すると、変更できる項目に制限びあります。 












■ パソコンの苗！かがおかしいとまは 

パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。 

「dynabook.com」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q & A 集 . 
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パソコンに起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 

■パ ソコンを 構成す る3つの 部分 



•アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ U ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフト 
ウェアの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とち言い、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows Vista です。 

ドライバは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバびないと、周辺機器は 
使用できません。代表的なドライバに、ディスプレイドライバやサウンドドライバ、マウス 
ドライバなどびあります。基本的なドライバは、システムび標準装備していますび、周辺機 
器によっては、専用のドライバび付属されている場合びあります。 

•八ードウェアとは 

バッテ I 」や AC アダプタはちちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、八ードディスク、 
CPU など、パソコン本体を指します。 

ノ（ソコンはこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
日ない場合ちをくあります。トラブルの症状にあわせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステム、ドライバーパソコン本体の順にチェックします。 



トラブル巧解消ずるまでの流れ 



If トラブルの原因をつを止めよう 


— 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていさましよラ。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


团 トラブル巧処法 


トラスレび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP! Q&A を読む 


本書には、トラブルの解決方法を Q & A お式で説明しています。 

また、『セットアップガイド』などにも Q & A び記載されているので、読んでくだ 
さい。 


アルを読む 


本製品には目的別に複数のマニュアルびあります。 
本書 iU がのマニュアルち読んでください。 


STEP3 サポートのサイトで調べる 


「 dynabook . com 」 へ接続し、各種ヴポート情報か日解決方法を探します。 
dynabook.com 「本節团トラブル事例を見てみる」 

それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は『取扱説明書付録且お問い合 
わせ先』で確認してください。 













D トラブルを解消するまでの流れ 


团 


トラブル事例を見てみる 


東芝パソコン全体の「よくあるご質問 FAQ 」 や、デバイスドライバや修正モジュールのダウン 
□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などをご覧になれます。 

URL : http :// dynabook . com / assistpc / index _ j.htm 
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—よくあるご質問 FAQ 

パソコンの操作に困ったとさに、解決方法を探すこ 
とびでさます。 

「本項-バソコンの操作に困った6「よくあるご覧 
問 FAQ 」」 

ーダウン □ —ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ド 
でさます。 


•ウイルス-セキュリティ情報 


一技術的なご相談/修理のご相談 

技術的なご相談や修理のご相談を紹介しています。 


いお吉扫弓用の WEB ベージ rRooml04aj にて)助 S す。 


お客様登録 


读示例） 


サポート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することびあります。 

■パソコンの操作に困った！5「よくあるご質問 FAQ 」 

r よくあるご質問 FAQ 」 では、日頃、よく寄せ日れる質問について、サポートスタッフび、図 
や解説をまじえて解み方法を掲載しています。 
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读示例） 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


キーワード検索では、条件の還択やキーワードや文章を入力して、検索でさます。 


之 > 立ぶことちま》ょ<あるこ*阳けの） 


キーワードお索 

1出な、 0S、 曲品をなどのキーワード入乃で、よくあるこ 
视巧. 0S などのる件る法が入力し、 r なま J ボタンだ 


1出な、 0S、 曲品をなどのキーワード入乃で、よくあるごち巧け A0)$ けます5ことができます。 

视巧. 0S などのる件る法が入力し、 r なま J ボタンだ7リックしてください，なをな.こちらり国面から待けて S なるキーワードで橡おす 
る巧をけ rw ア J ボ3ン芭州ックしてください0 

ご巧田ち方テゴリの 一S まで巧ち U てなホする巧を 13. r n? ゴリ<かん？:-ん）巧か を—利 gg- でい。 

Powerd by を》なが ] 


備 

ソ-トブタ5 

V 【シリ--ズ】巧定なし V| 【モデル】巧是むし V 

06 

巧定むし 

V 


【お]リ】;自定なし V 【サブが]リ】巧走りし V 

▼キーワードウで宜ち入乃してください•キーワードのなにはスベース«入れてください， 

ご頁な 



巧《ち巧曰 

巧定むし 



»* I …7 (表巧例） 

■メールで質問する r 東芝 PC オンライン」 

r よくあるご質問 FAQ 」 を探しても問題び解決できないときは、専用フォームからお問い合わ 
せください。24時間3己已曰いつでち受け付けており、サポート料は無料です。 

ご利用には「お客様登録」び必要ですので、事前に登録をしてください。 

「付録 B お客様登録の手続き」 

■■ r よくあるご質問 FAQ 」 で解消方法を探す 

「 A . 回答-巧処方法」の説明の後のアンケートに答える 

この巧巧はわ客毎のわ没になちましたか？ 


' 3:巧客Iこなったが K ホでさなり1った 


r 3 j — r ", rsj を边巧された巧さは、 E-mail 再用フ; t- ムのご実巧げまちされます。 をち I 

おないを打せについてに r 東吉 PC スンライン J であります。 - ' 

「3」「4」「已」のいずれかの項目にチェックをつけてください。 

[送信]ボタンをクリックする 

東芝 PC オンラインへの U ンク画面び表示されます。 

r 東ち PC オンライン」をクリックする 

画面の説明に従つて専用フォームか日ご質問ください。 

メールにてご回答させていたださます。 

質問内容、お問い合わせ状況により、回答にお時間をいただくことびございます。ご 
了承ください。 

この他、アプ U ケーシヨンの取り扱い元では、ホームぺージに情報を掲載している場 
合びあります。アプ U ケーシヨンについて知りたいことびあるときは、ホームページ 
を確認するのち良いでしよラ。 

ホームぺージアドレスについて『取扱説明書付録旦お問い合わせ先』 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


■ モジュールのダウン □ —ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドでさます。 

「ダウンロード」から検索できます。[キーワード検索]では、本製品のシ U —ズ名などを選択 
すると、モジュールの情報び一覧表おされます。 

0 S をアップグレードしたい場合は、 0 S にあったモジュールをダウン□ー ドしてください。 


タクンロード 


Q 坦苗至ぉ王と a- ム fl 巧丢ア 。 ，づヴレ ー ド T ジ， 一り, 


• dvnabook flX/53C. AX/54C. AX/55C. TX/65C. TX/g6C. TX/67C シリープ. AX/55A. 

AX/57A. TX/65A. TX/S6A. TX/67ft シリーブ ■ Satellite TXW/66 ん Satshi け TXW/67 が川 

—ブ I.Inte l け SS 子 ’ ィスづレイド W バのア•，プ子’ 一K20XX ため(月め CA) 

■ dvriabook AX/53C. AX/54C. AX/55C. TX/65C. TX/66C. TX/67C シリープ BIOS のアつづデ 

二]:<2的X年な月の(日） 

• み卜すけナドのアリづデート （20 なたXX日XX円） 

• rrOSHlBA HO DVD PLAYERI のア - ブ宁ート ロ日め(左 XX 月の円) 

■ dvnabook Qosmic 口 D". F 乙 0/5. 白20/ん已20巧- ’/U- ブ 「Qasmo ftV CsnteM のア -v づ千ート 

。〇献年献年な月XX日〉 

• dvjabookQosrriio F20/4. 巧 O/g^GSO/、 白 20/5-’ ノ IJ ~プ「^古-〇トロ ー 1レ 1の 7~> 

口 〇似年供ちな日） 

• Qp.々mi 口 FpQ/4. 9ク ^/4、3 i rp5mpA Remote こ。 n い i〕I 

か 1 (2 日 XX ちな月な円) ■ 、 

读示例) 


|〇キーワードな索 


a 子•巧モジュールぞ巧历 

a 7リづヴし ー ド丰ジュ ー 

ル ■BiH 巧 
ft が£抗白 

2QXX/iO</iOC 
0 0S&T ジ，-ム 


I。徽ぃ I 


•Wt 防日 ？oxx?xx^' 


xff メモ 

•相談窓口や PC のリサイクル、お客様登録については、『東芝 PC サポートのご案内』にも詳しく紹介さ 
れています。 



























Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子びおかしい 



Q & A 集 



Q ポインタび輪の形をしている間にキーを巧してを反応びない . 

Q キーボードか5夕字を入力しているとをに力ーソルびとんでしまう 
Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 


しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 116 

画面び薄暗く、よく見えない . 116 


ここに掲載している Q & A 集のほかに、『セットアップガイド』にも Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないときは、『セットアップガイド』ち参照してください。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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H 日 & A 集 


1 


画が/表术 


しば6く放置した5、画面び真つおになつた 


©► 表示自動停止機能び働いた可能性があります。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧 
さないでください。 

同 y お Tj キーや なり キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 
外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後かかることび 
あります。 


表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 


FN + 巧キーを3秒 L ソ上巧し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプレイに切 


り替わります。 

詳細に ついて 「4 章 H- 因 -D 方法 2 -网 +巧キーを 使う」 


画面び薄おく、よく見えない 


©►店を]+臣司キーを巧して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
ください *1 

臣巧+@キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 

ド耐 キーで 本体液晶 デイス プレイの輝度を変更した場合、パソコンの電源を切つたり 


再起動したりすると設定はちとに戻ります。 


©► 本体液晶ディスプレイの輝度びほく設定されている可能性びあります。 

[電源オプション]には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳細は、[電源オプション]のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください。 *1 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [身システムとメンテナンス]一[ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ 利用するプランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [ディスプレイの輝度を調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑤ [変更の保存]ボタンをク U ックする 

* 1この設定は、外部ディスプレイには反映されません。 
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H 日 StA 集 



ポインタが輪のおをしている巧にキーを巧してち反応びない 


システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび輪のあ（〇)をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってか5操作してください。 


—ポードか5文字を入力しているとをに力ーソルがとんでしまラ 


@►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、力ーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウび切り替わってしまうことがあります。 

次の手順でタッチパッドを無効に切り替えてください。 

① キーを 巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

③画キーを押したまま回キーを巧し直し、撫細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


—ボードに飲み物をこぼしてしまつた 


@►飲み物など液体びこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれびあります。 

もし、液体びパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッ 
テ U パックを取りはずして、購入店、または保守サービスにご相談ください。 

保守サービスへの相談は『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 











H 日 & A 集 


3 


タッチパッド/マウス 


* マウスは、別売りです。 


ックしてち反応がない 


システムが処理中の可能性びあります。 

ポインタび輪のあ（〇)をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないときびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってか日操作してください。 

►マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はでさません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 

タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
いる可能性があります。 

次の手順でタッチパッドを有効に切り替えてください。 


① lf /\/ l + l 巧 I キーを 巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

② 画キーを巧したまま回キーを巧し直し、苗細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


ダブルクリックびラま<いかないので、速度を変ちしたい 


©►巧の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [ホマウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速さ]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ックする 


ポインタの速度を調節したい 


0^次の手順でポインタの速度を変更してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [づマウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ポインタオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ックする 
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H 日 & A 集 


@►平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いて < ださい。 


その他 


パソコンの巧<にあるテレビやラジオの調子びおかしい 


@►巧の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

•テレビ、ラジオに巧するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 

•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフィルタを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使う 

• 平行フィーダを同軸ケーブルに替える 


光学式マウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性びあります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインタびラまく動きませ 
ん。なのよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化び非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性び強し感面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 


3パソ n ンの動作がおかしいとさは 













巧窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたつてのお願い . 122 

2 メディアについて . 133 

3お客様登録の手続き . 137 

4技術基準適合について . 139 

已各インタ フエー スの仕様 . 141 

6無線 LAN について . 144 










ほ用に友たつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていたださ 
たいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■ rpc 弓赃ナビ J について 


I 前のパソコンの動作居境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 


I 操作にあたつて _ 

• ri 章 D - ミち意制限事項を確認する」を参照して、ミ主意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 弓陋ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大己已 .000 ファイ 
ルです。 

• こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 



パソコン本晰こついて 


I タッチパッドの操作にあたって _ 

•タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでください。 
タッチパッドび故障するおそれびあります。 


mm ハ-ドディスクについて 

I 操作にあたつて _ 

• Disk 0 LED び点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクド 
ライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

•八ードディスクに保をしているデータや重要な文書などは、万一故障び起こったり、変化/ 
消失した場合に備えて、定期的にフ□ッピーディスクや CD / DVD などに保存しておいてく 
ださい。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フ□ッピーディスク、 CD / DVD な 
どに保をした内容の損書については、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご 
了承ください。 

•磁石、スピーカ、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでくだ 
さい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はでさません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


ES CD や DVD について 


I CD / DVD の操作にあたつて _ 

•ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•ディスクトレイに D び点灯しているときは、イジエクトボタンを巧したり、 CD / DVD を取り 
出す操作をしないでください。 CD / DVD び傷ついたり、ドライブび壊れるおそれびあります。 
•電源び入っているときには、イジエクトホールを巧さないでください。回転中の巳 D/DVD 
のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

イジエクトホールについてに 章 □-巧]-ディスクトレイが出てこない場合」 

• ドライブのトレイを開けたときに、 CD / DVD び回転している場合には、停止するまで 
CD / DVD に手を触れないでください。ケガのおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD / DVD び入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

• CD / DVD をディスクトレイにセツトするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD / DVD を正しくディスクトレイにセツトしないと CD / DVD を傷つけることびあります。 


I DVD - RAM のフォーマツトについて 

•フォーマットを行うと、その DVD - RAM に保をされている情報はすべて消去されます。一度 
使用した DVD - RAM をフォーマツトする場合はを意してください。 


有線 LAN にごいて 


I LAN ケーブルのほ用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、パソ〕ン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インタフエースを使用するとき、 ] 00日 ASE - TX 規格は、カテゴ U 已 （ CAT 已）じ(上の 
ケーブルおよびコネクタを使用してください。 

10 BASE - T 規格は、カテゴ U 3 ( CAT 3) iU 上のケーブルび使用できます。 


■ a 無線 LAN にごいて 


I 無線 LAN 製品ごほ用時におけるセキユリテイに関するごミち意 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事頂です！） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなどと無線アクセ 
スポイント間で情報のやり取りを行ラため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続び可能で 
あるといラ利点びあります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を超えてすべての場所に届くため、セ 
キユ U テイに関する設定を行っていない場合、次のよラな問題び発生する可能性びあります。 















D ご使用にあたってのお願い 


-通信内容を盗み見日れる 

悪意ある第=ちび、電波を故意に傍受し、 

ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
メールの内容 

などの通信内容を盗み見日れる可能性びあります。 

-不正に侵入される 

悪意ある第=ちび、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

個人情報や機密情報を取り出す（情報漏えい） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまラ可能性びあります。 

本来、無線 LAN カードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュ U 
ティの仕組みを持っているので、無線 LAN 製品のセキュ U ティに関する設定を行って製品を使 
用することで、その問題び発生する可能性はかなくなります。 

セキュ U ティの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解したラえで、お客様自身の判 
断と責任においてセキュ U ティに関する設定を行い、製品を使用することをおすすめします。 

I セキユ IJ テイ 機能 _ 

• セキュ1」ティ機能を使用しないと、無線 LAN 経由で部外ちによる不正アクセスび容易に行え 
るため、不正侵入や盗聴、データの消失、破壊などにつなびる危険性びあります。 

不正アクセスを防ぐために、ネットワーク名 （ SSID ) の設定や、暗号化機能 （ WEP 、 

WPA ) を設定されることを強くおすすめします。 

また、お使いの無線 LAN アクセスポイントで、登録した MAC アドレスのみ接続可能にする 
設定などの対策ち有効です。 

公共の無線 LAN アクセスポイントなどで使用される場合は、 「 Windows ファイアウォール」 
やファイアウォール機能のあるウイルスチェックソフトを使用して、不正アクセスを防止し 
てください。 

I お 線 LAN をほ用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障害物びかなく見通しのきく場所で最ち良好に動 
作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開さ、本や分厚い紙の 
束などの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないよラにしてください。 

• 無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、『取扱説明書付録 
百-匿 ■ お客様に対するお知日せ』を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用できる地域については、『取扱説明書付録 □ B ご使用できる 
国/化域について』を確認してください。 







D ご使用にあたってのお願い 


I 無線 LAN の操作にあたつて _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し 
合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合 
は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

•ア ドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピュータすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 


mm 周辺機おについて 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでか日作業を 
してください。またその際には、次のことを守ってください。守らなかった場合、故障する 
おそれびあります。 

. ホットイン ヴーシ ヨンに対応して いない 周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切り、電源コネクタから AC アダプタのプラグを巧き、電源コードを電源コンセン 
卜からはずし、バッテ U パックを取りはずしてか日作業を行ってください。ホットイン 
サーシヨンとは、電源を入れた状態で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にミ主意してください。 

-ホコ U び少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書および『取扱説明書』で説明している場所のネジしソ外は、取りはずさないでください。 

-作業時に使用するドライバは、ネジのお、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-ケーブルのコネクタに固定用ネジびある場合は、パソコン本体のコネクタに接続した後、 
ケーブルびはずれないよラにネジを締めてください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 









D ご使用にあたってのお願い 


I USB 巧応機器の操作にあたって _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0 S )、 および機器用ドライバの対応び必要です。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の 

動作は保証でさません。 

• USB 対応機器を接続したままス U —プまたは休止巧態にすると、復帰後 USB 対応機器び使 
用でさない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起動 
してください。 

□取りはずす前に確認しよう 

• 取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確 
認してください。 

• USB フラッシュメモ U や M 0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 

I テレビ/か部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•すべてのテレビと接続動作確認は行っていません。したびって、すべてのテレビへの表示は 
保証でさません。 

テレビによっては正しく表示されない場合びあります。 

•必ず、 DVD - Video などを再生する前に、表お装置の切替えを行ってください。再生中は表 
示装置を切り替えないでください。 

•次のよラなとさには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• ク□-ン表示にしているときに DVD - Video を再生させると、画像び〕マ落ちをすることび 
あります。この場合は表示解像度を下げるか、本体液晶ディスプレイまたは外部ディスプレ 
イのどちらかだけに表示するか、拡張表示に設定してください。 

• あ張表示で外部ディスプレイをプライマ U デノ（イスに設定した場合、ス U —プや休止状態の 
とさにテレビ/外部ディスプレイをはずさないでください。ス U —プや休止状態か日復帰し 
たとさに□グオン画面び表示されず、操作びでさなくなる場合びあります。 

国し LINK (IEEE 1394) 巧応機器の操作にあたって _ 

•静電気び発生しやすい場所や電気的ノイズび大さい場所での使用時にはミ主意してください。 
外来ノイズの影響により、転送データび一部欠落する場合びあります。万一、パソコンの故 
障、静電気や電気的ノイズの影響により、再生データや記録データの変化、消失び起さた場 
合、その際のデータ内容の保証はでさません。あらかじめ了承してください。 

•ビデオカメラか日取り込んだ画像データ、音声データは、個人として楽しむ他は、著作権法 
上、権利ちに無断で使用でさません。 

• デジタルビデオカメラなどを使用し、データ通信を行っているときに他のし LINK 対応機器の 
取り付け/取りはずしを行ラと、データびコマ落ちする場合びあります。 

し LINK 対応機器の取り付け/取りはずしは、データ通信を行っていないとき、またはパソコ 
ン本体の電源を入れる前に行ってください。 








D ご使用にあたってのお願い 


•し LINK 対応機器を使用するには、システムの S ) および周辺機器用ドライバの対応び必要 
です。 

•すべてのし LINK 対応機器の動作確認は行っていません。したびって、すべての i.LINK 対応機 
器の動作は保証でさません。 

•ケーブルは規格に準拠したもの （ Sim 、 S 200、 S 4 □□対応）を使用してください。詳細 
については、ケーブルのメーカに問い合わせてください。 

•取り付ける機器によっては、ス U —プまたは休止状態にでさなくなる場合びあります。 

•し LINK 対応機器を接続してアプ U ケーシヨンから使用している間は、し LINK 対応機器の取り 
付け/取りはずしや電源コードと AC アダプタの取りはずしなど、パソコン本体の省電力設 
定の自動切替えを伴ラ操作を行わないでください。行った場合、データの内容は保証でさま 
せん。 

•し LINK 対応機器とパソコン本体の間でデータ転送している間は、ス U - プまたは休止巧態に 
しないでください。データの転送び中断される場合びあります。 

■取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、し LINK 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• M 0 ドライブなど、記憶装置の i 丄 INK 対応機器を取りはずす場合は、データび消失するおそ 
れびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 

I へッドホンの操作にあたつて _ 

•なのよラな場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
-へッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 

I ExpessCard の操作にあたって _ 

•ホットインヴーシヨンに対応していない ExpressCard を使用する場合は、必ずパソコン本 
体の電源を切ってから取り付け/取りはずしを行ってください。 

• ExpressCard には、長い時間使用していると熱を帯びるものびあります。 ExpressCard を 
取りはずす際に、 ExpressCard び熱い場合は、かし時間をおき、をめてから ExpressCard 
を取りはずしてください。 

• ExpressCard の使用停止は必ず行ってください。使用停止せずに ExpressCard を取りはず 
すとシステムび回復不能な影響を受ける場合びあります。 


I PC 力ードの操作にあたつて _ 

•ホットインサーシヨンに対応していない PC 力ードを使用する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってか日取り付け/取りはずしを行ってください。 

• PC カードには、長い時間使用していると熱を帯びるちのびあります。 PC カードを取りはず 
す際に、 PC カードび熱い場合は、かし時間をおき、冷めてから PC カードを取りはずしてく 
ださい。 

• P 巳力ードの使用停止は必ず行ってください。使用停止せずに PC 力ードを取りはずすとシス 
テムび回復不能な影響を受ける場合びあります。 








D ご使用にあたってのお願い 


E ■バッテリについて 

I バッテリを巧電するにあたつて _ 

•バッテ U パックの温度び極端に高いまたはほいと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U は已〜3已での室温で充電してください。 

社団法人電モ情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q&A 集」について 
http://it.jeita.or.jp/perinfo/comfnittee/pc/battery/menul .htm 


ESCD/DVD にデータのバックアップをとる 

I CD / DVD に書き込む前こ _ 

CD/DVD に書き込みを行ラときは、市販のライティングソフトウェアは使用しないでくださ 
い。 

CD/DVD に書さ込みを行ラとさは、なのミ主意をよく読んでから使用してください。 

守らずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへのショックな 
ど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗すること 
びあります。 

•書さ込みに失敗した CD/DVD の損害については、当社は一切その責任を負いません。また、 
記憶内容の変化-消失など、 CD/DVD に保をした内容の損害および内容の損失-消失によ 
り生じる経済的損書といったが生的損害については、当社は一切その責任を負いませんので、 
あらかじめご了承ください。 

• CD/DVD に書き込むときには、それぞれの書き込み速度に対応したメディアを使用してく 
ださい。 DVD-RW、DVD-R、DVD+RW、DVD+ 刊こ書き込むときには、それぞれの規格 
に準拠したメディアを使用してください。また、推奨するメーカのメディアを使用してくだ 
さい。 

CD/DVD についてに章巧 CD や DVD を使う」 

• ノ（ッテ U 駆動で使用中に書き込みを行うと、ノ（ッテ U の消耗などによって書き込みに失敗す 
るおそれびあります。必ず AC アダプタを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続し 
て使用してください。 

•書さ込みを行ラとさは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、スリー 
プ、休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について「已章0省電力の設定をする」 

•次に示すような、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク U —ンセーバ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽 CD や DVD の再生アプ U ケーション 
•通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 
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• SD メモリカード、 USB 接続などの八ードディスクドライブなど、本製品の内蔵八ードディ 
スクじ(外の記憶装置にあるデータを書さ込むとさは、データをいったん本製品の内蔵八ード 
ディスクに保をしてか b 書さ込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保ちしてか日書さ 
込みを行ってください。 

• rTOSHEADiscC>eato「」B、 パケットライトあ式での記録機能は備えていません。 

•「TOSH 旧 A Disc CreatorJ を使用して DVD-RAM にデータを書き込むことはできません。 

•本製品に付属している 「TOSH 旧 A Disc Creator」 を使用して DVD-Video、DVD-Audio 
を作成することはできません。 

• 書き込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合びあります。詳細は 「TOSH 旧 A Disc Creator」 のへ 
ルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD-Video を 「TOSH 旧 A Disc Creator」 を使用してバックアッ 
プを作成してち、作成されたメディアで映像を再生することはでさません。 

• TTOSHIBA Disc Creator] をイま用して巳 D-ROM、CD-R、CD-RW から DVDRW、DVD- 
R、DVD+RW、DVD+ 刊こバックアップを作成することはできません。 

• [TOSHIBA Disc CreatorJ をイま用して DVD-ROM、DVD-Video、DVD-RW、DVD-R、 
DVD 十 RW、DVD 十 R か日 CD-R、CD-RW へバックアップを作成することはできません。 

• TTOSHIBA Disc Creator] を使用して、他のソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレコー 
ダで作成した DVD-RVV、DVD-R、DVD+RW. DVD 十 R のパ'ックアップを作成でさなし、こ 
とびあります。 

•本製品に付属している 「TOSH 旧 A Disc Creator」 を使用して DVD-Video、DVD-Audio 
を作成することはできません。 

• 書さ込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合びあります。詳細は 「TOSH 旧 A Disc Creator」 のへ 
ルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD-Video を 「TOSH 旧 A Dis 巳 Creator」 を使用してバックアッ 
プを作成してち、作成されたメディアで映像を再生することはできません。 

• [TOSHIBA Disc CreatorJ をイま用して CD-ROM、CD-R、CD-RW から DVDRW、DVD- 
R、DVD+RW、DVD+R にバックアップを作成することはできません。 

• TTOSHIBA Disc Creator] をイま用して DVD-ROM、DVD-Video、DVD-RW、DVD-R、 
DVD 十 RW、DVD 十 R から CD-R、CD-RW へバックアップを作成することはできません。 

• riOSHIBA Disc CreatorJ を使用して、他のソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレコー 
ダで作成した DVD-RW、DVD-R、DVD 十 RW、DVD 十 R のバックアップを作成できなし、こ 
とびあります。 
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I 書宝込みを行うにあたって _ 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴを切り替える、画面の解像度や色数の 
変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書さ込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

•パソコン本体から携帯電話、および他の無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書さ込み終了後、必ずデータび正しく書さ込まれたことを確認し 
てください。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 では、データび正常に書き込まれたことを確認（簡易チェッ 
ク）するよラに設定されています。 

なの手順で確認でさます。 

① [スタート]ボタン一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ CD&DVD 
アプ U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ] をク U ックする 

「TOSHIBA Disc Creator 」 の [Startup Menu ] 画面び表示されます。 

② [データディスク作成]をク U ックする 

③ メインウインドウで[設定]をク U ックし、[書き込み設定]一[データディスク設定] 
をク I 」ツクする 


"TOSHIBA。 な C 論 - 

フアイ JKF) お(V)ディスク(〇む班间 IJnj レブ (H) 

八き这み設ミ (W) 

苗ぉ41 尸 

卜 '• データディスク巧® -I ス ノ lUj 

— ^ 【ァ-タバスク胡(日） ] 

口 / ■’ ，_ 

! 、ツソ -r ジ -/niACiDj 

1 ィメージーディスク黄ぞ (M) 

ドキュメント -1 


LIII .ょ、ょ* II 


[データディスク設定]画面び表示されます。 

④[データチェック]で[書き込み後にデータをチェックする]びチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することびでさます。 
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mrm DVD-Video ごいて 


I DVD - Video の再生にあたって 

•使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちする場合びあります。 

•家庭用 DVD レコーダで録画した、ファイナライズされていない DVD はパソコンで再生でき 
ない場合びあります。 

• DVD - Video の再生には、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 または 「 InterVideoWinDVD 」 を 
使用してください。 

「Windows Media 円 ayer 」 やその他市販ソフトを使用して DVD - Video を再生すると、表示 
び乱れたり、再生できない場合びあります。このようなときは、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 
または rinterVideoWinDVD 」 を起動し、 DVD - Video を再生してください。 

• DVD - Video 再生ソフト 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 または 「 InterVideoWinDVD 」 は、 
Video CD、Audio CD 、 MP 3 の再生はヴポートしていません。 

•搭載メモ U び已1 2 MB の場合 、 rinterVideo WinDVD 」 で DVD - VR フォーマットの DVD を 
再生すると、映像に白い横線び現れることびあります。この現象び発生した場合は、メモリ 
を増設していただくことを推奨します。 

• DVD - Video 再生時は、なるべく AC アダプタを接続してください。省電力機能び働くと、ス 
ムーズな再生びでさない場合びあります。バッテ U 駆動で再生する場合は電源プランで「パ' 
ランス」を選択してください。 

• DVD - Video を再生する前に、他のアプ U ケーシヨンを終了させてください。また、再生中 
には他のアプ U ケーシヨンを起動させたり、不要な操作は行わないでください。 

再生中に、常駐しているプ□グラムの画面やアイコンなどびち日つく場合は、 「 TOSH 旧 A 
DVD PLAYER 」 または flnterVideo WinDVDJ を最大表示にしてください。 

• Region □-ドは4回まで変更することびできますび、通常は出荷時のままご利用ください。 
出荷時の状態では、 Re 邑 ion 〕ー ドびに」に設定されておりますので、 Re 呂 ion コードび 
「2」または 「 ALU の DVD - Video をご使用ください。 

•外部ディスプレイまたはテレビに表示するときは、再生する前にあ日かじめ表示装置を切り 
替えてください。また、ク□ーン表示設定で DVD - Video を再生することはできません。 

表示装置の切替え「4章周辺機器を使って機能を広げよラ」 

•拡張表示に xtended Desktop ) で DVD - Video を再生した場合、外部ディスプレイ側の 
DVD - Video 再生画像び表示されないことびあります。その際はいったん再生を終了し、外 
部ディスプレイ側の解像度、 U フレッシュレートや色数を下げてご使用ください。 


その他のを意については、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER ヘルプ」または 「InterVideo WinDVD 」 
の 「 Readme 」 に記載しています。 


「 TOSH 旧 A DVD PLAYER ヘルプ」の起動は、[スタート]ボタン (が 一[すべてのプロ 
グラム] 一 [TOSHIBA DVD PLAYER ] - [TOSH 旧 A DVD PLAYER ヘルプ]をクリック 
してください。 

rinterVideoWinDVD 」 の 「 Readme 」 の起動は、[スタート]ボタン（@)一 [すべての 
プ□グラム] 一 [InterVideo WinDVD ] 一 [readme 1 st . txt ] をク U ックしてください。 









D ご使用にあたってのお願い 


m ウイルスチェック • セキュリティ巧策にごいて 
圓ほ用するにあたって _ 

• ご使用になる場合には必ずウイルス定義ファイルの最新版をダウン□ー ドしてください。 

• ウイルス感染を防止するには、常に最新のウイルス定義ファイルをダウン□ー ドしてくださし、。 

•本製品に添付されている「マカフィー•インターネットセキュ U ティ」、 r ウイルスバスター」 
は90日間の使用期限びあります。使用期限び切れた後は、延長の申し込み、または市販品 
をご検討ください。 

•市販品や異なるウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトをインス!-ールする場合は、す 
でにインス I ルしているウイルスチェックソフトをすべてアンインス I ルしてか日行っ 
てください。 

• Windows ファイアウォールと、「マカフィー•インターネットセキュ U ティ」または「ウ 
イルスバスター」のセキュ U ティ機能（ファイアウォールなど）び両方とち有効になってい 
ると、アプ U ケーシヨンなどび正常に動作しない場合びあります。 ] つのセキュ U ティ機能 
のみ有効にして < ださい。 

Windows フアイアウォールについて 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 

ウイルスチェックソフトのセキュリティ機能について 
「マカフィー-インターネットセキュ U ティ」のヘルプ 
「ウイルスバスター」のヘルプ 


la 文書や表、メールについて 

I ほ用するにあたって _ 

•作成した文書など、八ードディスクや外部記憶メディアに保をしているデータは、万一故障 
び起さた場合や、変化/消失した場合に備えて、定期的にバックアップをとって保をしてく 
ださい。八ードディスクや外部記憶メディアに保をした内容の損害については、当社は一切 
その責任を負いません。 











タディアにごいて 


メディアを使ラ前に、なの内容をよく読んでください。 

本製品では、モデルによってなのメディアを使ラことびできます。 

•CD •DVD 

• SD メモ U 力ード •メモ U - スティック •マルチメディアカード 

• SDHC メモ I 」力ード •メモ1」ースティック PRO • xD - ピクチャーカード 

SD メモ I 」力ード、 SDHC メモ I 」力ード、メモ1」ースティック、メモ1」ースティック PRO 、 
xD - ピクチャーカード、マルチメディアカードで使用できる容量については [dynabook * * 

* * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 


ほえる CD をお認しよラ 


I CD - RW 、 CD - R について/ CD - RW 、 CD - R のほ用巧奨メーカ 

• CD - RW 、 CD - R に書き込む際には、 『 dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお 
使いのかたへ』でメディアの使用推奨メーカを確認してください。 

• CD - 阿こ書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で書き込 
んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 

ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書さ込んでください。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディアの内容を 
十分に確認してか日行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去するメディアを 
セツトしたドライブを間違えないよう十分にを意してください。 

•八ードディスクに不良セクタびあると書き込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 



エラーチェックの方法 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 


• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
さなくなる場合びあります。データなどを書さ込む際は、メディアの状態をよくご確認くだ 
さい。 
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0 メディアについて 
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ほえる DVD を51認しよラ 


■ DVD 书 AM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM は次の 
とお0です。 

カート U ツジタイプのメディアは、カート U ツジか日取り出してドライブにセツトしてくださ 
い。両面ディスクで、読み出し/書さ込みする面を変更するときは、一度ドライブからメディ 
アを取り出し、裏返してセットし直してください。 


〇:使用できる X :使用できない 


DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

カート U ツジなしり 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

カート U ツジタイプ（取り出し可能）* 2 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは再生できない場合びあります。 
丰2 2.己 GB、 已 .2G 巨のディスクは使用できません。 


I DVD について / DVD のほ用巧奨メーカ _ 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R に書さ込む際には 、 『dynabook 
**** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』でメディアの使用推奨メーカを確 
認してください。 

• DVD - R 、 DVD + 刊こ書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW 、 DVD+RW メディアは書き換え巧能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD+RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書さ込んで<ださい。 

• DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メ 
ディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

• 書さ込み可能なドライブび複数台接続されているとさには、書さ込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW . DVD 十 R への 書さ込みでは、 ファイルの管 
理領域などち必要になるため、メディアに記載された容量分のデータを書さ込めない場合び 
あります。 

• DVD - RW 、 DVD-R への 書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサイ 
ズび約] GB に満たない場合にはダミーのデータを加えて、最ル1 GB のデータに編集して書さ 
込がます。 

このため、実際に書さ込ちラとしたデータびかないにちかかわらず、書さ込み完了までに時 
間びかかることびあります。 

•八ードディスクに不良セクタびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 

エラーチェックのち法 『 Windows ヘルプとサボ ー N 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
きなくなる場合びあります。データなどを書さ込むときは、メディアの状態をよくご確認く 
ださい。 














且メディアについて 


• DVD - RAM をドライブにセツトしたとき、システムび DVD - RAM を認識するまでに多少時間 
びかかります。 

幻メモ 

♦作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダやパソコンでは再生でさないこともあります。ま 
た、作成した DVD+R DL>< ディア、 DVD-R DL；>< ディアを再生ずるときは、それぞれのディアの読 
み取りに対応している機器を使用して<ださい。 
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メディアカードをほラ前 I 


mm メディアカードの操作にあたつて 

•ブリツジメディア □ LED び点灯中は、電源を切ったり、メディアを取り出したり、パソコ 
ン本体を動かしたりしないでください。データやメディアび壊れるおそれびあります。 

• メディアは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく挿し込まれていない場合、 
パソコンの動作び不安定になったり、メディアび壊れるおそれびあります。 

•スリープ中は、メディアを取り出さないでください。データび消失するおそれびあります。 

• メディアのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるおそれび 
あります。 

• メディアを取り出す場合は、必ず使用停止の手順を行ってください。データび消失したり、 
メディアび壊れるおそれびあります。 

B SD メモリカードを使う前に 

パ I 」ツジメディアス□ツトに min 旧 D メモ I 」力-ドをセツトするときは、必ず min 旧 D アダプ 
夕を装着した状態で行ってください。 

min 旧 D メモ U 力ードに min 旧 D アダプタび付いている場合は、付属の min 旧 D アダプタをご 
使用ください。 

• ブリツジメディアス□ツトか日 min 旧 D メモリカードを取りはずすときは、必ず min 旧 D アダ 
プタに装着したままの状態で行ってください。 

• すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、 
すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作保証はできません。 

• SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽デー 
夕の不正なコピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、他のパソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品で 
コピ ー 、再生することはできません。 SDMI とは Se 巳 ure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 
•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使 
巧でさません。 

• SD メモ U カード/ SDHC メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防 
ぐ SDMI に準拠したデータを取り扱うことびできます。メモ U の一部を管理データ領域とし 
て使用するため、使用でさるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 
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0 メディアについて 


I SD メモリカードのフォ ー7 ットについて _ 

• Windows 上 （[コン ピュータ]画面）で SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードの フォー 
マットを行わないでください。デジタルカメラやオーディオプレーヤなど他の機器で使用で 
きなくなる場合びあります。 

•再フォーマットを行うと、その SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードに保をされていた情 
報はすべて消去されます。 ] 度使用した SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを再フォー 
マットする場合はミ主意してください。 

• r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」でフォーマットするときは、 r 東芝 SD メモ U 力ード 
フォーマット」じ(外の、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを使用するアプ U ケーシヨ 
ンはあ日かじめ終了させてください。 

K ■メモリースティックを使う前に 

•本製品は、メモ1」ースティック Duo 、 メモ1」ースティック PRO Duo とメモ1」ースティック 
アダプタには対応していません。 

•本製品は、著作権保護技術 MagicGate には対応していません。本製品では、著作権保護を 
必要としないデータの読み出し/書さ込みのみでさます。 

•すべてのメモ U - スティックの動作確認は行っていません。したびって、すべてのメモ U - 
スティックの動作は保証でさません。 

• メモリーステイックの詳しい使いかたなどについては『メモリーステイツクに付属の説明書』 
を確認してください。 



ElxD - ピクチャーカードを使う前に 

•すべての xD - ピクチャーカードの動作確認は行っていません。したびって、すべての xD - ピク 
チャーカードの動作は保証でさません。 


• xD - ピクチャーカードの詳しい使いかたなどについては 『 xD - ピクチャーカードに付属の説明 
書』を確認してください。 


B マルチメディアカードを使う前に 

•すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したびって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作は保証でさません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


Q [記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア（フ□ッピーディスク、半導体メモ U 、 CD 、 DVD など）を廃棄-譲ミ度する際に 
は、書き込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、メディア専用のシュレッダーち販売されています。 
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おさ樣普録の手続ま 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用を（ユーヴ）である 
ことを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴ登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なり 
よ 〇 

お客様登録を行わなくてち、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーザの」など、名称は製品によって異なります）び必要な場 
合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びありますの 
で、使い始めるときに済ませておくことをおすすめします。 


ま芝の ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、なのアドレス「東芝の （ TID ) とは？」をご覧ください。 
https://rooml 048. jp / onetoone / info / about _ ticl.htm 

I 宣録方法 _ 

お客様の環境に応じて、登録方法を選択でさます。 

■方法！-[東芝お客様登録]アイコンか5のご登録ち法 

インターネットに接続後、登録巧のホームページに簡単にアクセスでさます。すでにインター 
ネット接続の設定びしてあり、インターネットを使ったことびあるかた向けの方法です。 

■方法2 -インターネットからのご登録ち法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
すでにインターネット接続の設定びしてあり、インターネットを使ったことびあるかた向けの 
方法です。 

登録用ホームぺージ： http :// rooml 048 .jp 

■方法3 -インターネットにすぐに接続されないお客様 

まだインターネット接続の予定びないかたは、『お客様登録カード』（はびさ）で仮登録を行っ 
てください。後日インターネットで正式な TID 登録を行っていただく必要びあります。 

インターネット接続「3章 D ネットワークで広がる巧巧」 

商品の追加登録は「方法1」または r 方法2」で行います。 

ここでは、「方法1」と r 方法3」を紹介します。 



B お客様登録の手続さ 


mm [ま泛お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダとの契約をしてある場合に、「おたすけ 
ナビ」か 5 TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続しているあいだの通信料 
金やプ□バイダ使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承ください。 

メモ 

• インス I ルしているウイルスチェックソフトの設をによって、インターネット接続をお認ずる画面 
び表示される場合びあります。インターネット接続を許可する項目を遅択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer 」 を起動したときは、操作の途中で、目〇〇スティックの利用を確認する 
[まち dynabook をご利用の皆様へ]画面び表示されまず。 

吕00スティックを利用する場合は、印 j 用規約を表示]をクリックし、利用規約を確認したあと[便利 
な吕□□スティックを利用する]をク1」ックしてください。 

利用しない場合は、[利用しない]ボタンをク U ックし、あとで goo スティックをアンインス]ルし 
て < ださい。 



デスクトップ上の[東芝お客様冊]アイコン（趟）をダブルクリック 
する 

[ r お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

LU 降は、画面の指示に従って操作してください。 


D インターネットにずぐにお続されないお客様 

H 付属の『お客様登録カード』（はびさ）に必要事項をご記入のラえ、ご送付ください。 

東芝 TID 事務局より、「お客様登録番号」と TID 登録用の「仮パスワード」をはびさにて通知い 
たします。はびき通ミ□後、インターネットから TID をご登録ください。 

TID はインターネットか日のご登録受付になります。 

• 巧]めて TID をご登録される方 

インターネットに接続されたときに、 「 http :// rooml 048. jp 」 にアクセスし、[「お客様番 
号」をお持ちのお客様]ボタンをク U ックし、通知はびきに記載されている「お客様番号」 
と「仮パスワード」を入力して TID 登録を行ってください。 

• ずでに他商品で TID を取得された方 

インターネットに接続されたときに、 「 http :// room 1048. jp 」 にアクセスし、 
rRooml 04 引に□グインしたあと、[登録情報変更]一[八ガキを受け取られたお客様] 
を選択してください。 
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巧術甚準適をについて 


■高調波対策について 

90/7已 W AC アダプタ使用モデル： J 旧 C 日] 000-3-2 適合品です。 

己已 W AC アダプタ使用モデル：（社）電モ情報技術産業協会情報処理機器 
高調波電流抑制対策実行計画に基づく定格入力電力値： 40 W 


■電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障書自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス日情 
報技術装置です。 

この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビ 
ジョン受信機に近接して使用されると、受信障書を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

「7 章已- 因 ]- Q : バソコンの近くにあるテレビやラジオの調モがおかしい」 

■ FCC information 

FCC notice "Declaration of Conformity Information " 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital 
device, pursuant to Part 15 of the F し C rules. These limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, 
uses and can radiate radio frequency energy ana, if not installed and used in accordance with the 
instructions, it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no 
guarantee that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does 
cause harmful interference to radio or television reception, which can be determined by turning 
the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or 
more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna, 

♦ Increase the separation between the equipment and receiver. 

♦ Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected, 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 




□ 技術基準適合について 


WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached 
to this equipment. 00 eration with non-compliant peripherals or peripherals not recommended 
by TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must 
be used between the external devices and the computer's RGB connector, USB connector, 
i.LINK(IEEE1394) connector and Microphone jack. Changes or modifications made to this 
equipment, not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void 
the users authority to ope ド ate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the t し C Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. This device may not cause harmful interference, 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 
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5 I るインタフエ—スの仕樣 


mm i.LINK (IEEE 1394) インタフエース^ 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号ち向 

1 

TPB - 

スト□ーブ受信/データ送信 
(2 対の差動信号） 


2 

TPB + 

スト□ーブ受信/データ送信 
(2 巧の差動信号） 


3 

TPA - 

データ受信/スト□-ブ送信 
(2 巧の差動信号） 


4 

TPA + 

データ受信/スト□-ブ送信 
(2 巧の差動信号） 



コネクタ図 




1111 [LQ 


信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 


LAN インタフエー ス 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TX 

送信 データ （+) 

□ 

2 

-TX 

送信 データ （一） 

□ 

3 

RX 

受信 データ （+) 

1 

4 

Unused 

未使用 


5 

Unused 

未使用 


6 

-RX 

受信 データ （一） 

1 

7 

Unused 

未使用 


8 

Unused 

未使用 


コネクタ図 


ド可 

11111111 

87巨543吕1 




信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 
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0 各インタフェースの仕様 


RGB インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

CRV 

赤色ビデオ信号 

□ 

2 

CGV 

緑色ビデオ信号 

□ 

3 

CBV 

青色ビデオ信号 

□ 

4 

Reserved 

予約 


5 

GND 

信号グランド 


6 

GND 

信号グランド 


7 

GND 

信号グランド 


8 

GND 

信号グランド 


9 

十 曰 V 

電源 


10 

GND 

信号グランド 


11 

Reserved 

予約 


12 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

13 

-CHSYNC 

水平同期信号 

□ 

14 

-CVSYNC 

垂直同期信号 

□ 

15 

SCL 

SCL データク□ック 信号 

I/O 

コネクタ図 

已 1 

( 00000 ) 

〇1〇\—〇 〇 0 〇 0~/-60 
い 〇 〇 〇 〇 ノ 

1已 11 

高密度 D-SU 目 3 列 1 己ピン X ス 


信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 































0 各インタフェースの仕様 


ESS-Video 出カインタ フエー ス 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

C 信号 

色信号 

□ 

2 

Y 信号 

輝度信号 

□ 

3 

GND 

信号グランド 


4 

GND 

信号グランド 


コネクタ図 

@ 


信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 


USB インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VCC 

+曰 V 


2 

-Data 

マイナス データ 

I/O 

3 

十 Data 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 


コネクタ図 


f \_y ^_y 

D Cl 

1_1 1_1 1_1 1_1 
12 3 4 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 






































6 I 巧お LAN について 


* 無線 LAN モデルのみ 


mm 無線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の巧象になります。無線ネットワーク機 
器は、無線免許の必要ない已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、 
国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びありま 
す。 

各地域で適用される無線規制については、『取扱説明書付録且 - U お客様に対するお知ら 
せ』を確認してください。 

IEEE 802.1] a は、屋内でのみ使用できます。 


お線周波数帯 

IEEE 802.1 la 

已 GHz (已]已 0- 已 3 已〇 MHz ) 

IEEE 802.1 Ig , 
IEEE 802.1 lb 

2.4 GHz (2400-2497 MHZ ) 

IEEE 802.1 la , 
IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

□ FDM - BPSK , OFDM - QPSK ，0 FDM -1 6 QAM , 
□ FDM -64 QAM 

変調方式 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , DSSS - D 巨 PSK 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 



反 it メモ 

• アンテナの近<に金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあ 
ります。 

•無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合を、通信範囲に影響を与え 
ます。 
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回無線 LAN について 


B サポートずる周波数帯域 

無線 LAN びヴポートする已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無 
線規制によって異なる場合びあります（表「無線 IEEE 802.]] チャネルセット」参照)。 

各地域で適巧される無線規制については、『取扱説明書付録 U mm お客様に対するお知日 
せ』を確認してください。 

■無織 EEE 802 .il チャネルセット 
• IEEE 802.1 la (己 GHz ) の場合 


周波数帯域 

曰160-曰3己0 MHz 


チヤネル ID 


J 52 

34 

5170 

38 

5190 

42 

5210 

46 

5230 

W 52 

36 

5180 

40 

5200 

44 

5220 

48 

5240 

W 53 

52 

5260 

56 

5280 

60 

5300 

64 

5320 


J 已2 :従来の Ch 34 (已] 70 MHz )、 Ch 38 (已] 90 MHz )、 巳 h 42 (已 2]0 MHz )、 

Ch 46 (已 230 MHz ) に対応する場合 

W 已2 :新たに規定された Ch 3 巨（已] 80 MHz )、 Ch 40 (已 200 MHz )、 Ch 44 (已 220 MHz )、 
Ch 48 (已 240 MHz ) に対応する場合 

W 已3 :新た:に規定さ〇た: Ch 已2 (已2己 OMHz )、 Ch 已己（已 280 MHz )、 Ch 己0 (已 300 MHz )、 
巳 h 日4 (已 320 MHz ) に対応する場合 

アクセスポイント側のチャネル （ J 已 2/ W 已 2/ W 已 3) にあわせて、そのチャネルに自動的 
に設定されます。 























回無線 LAN について 


• IEEE 802.1 Ib/g (2.4 GHz ) の場合 


周波数帯域 

2400 -2497 MHz 

チヤネル ID 


1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24曰 7*1 

11 

2462 

12 

2467*2 

13 

2472が 

14 

2484が 


*1 購入時に、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設定されているチャネルです。 

* 2 これ5のチャネルび使用可能かどラかは、使用する無線 LAN モジュールによって異なります。使用巧 
能チャネルについては、『取扱説明書付録ご使用になれる国/お域』を参照してください。 

無線 LAN をインス!-ールする場合、チャネル設定は、巧のよラに管理されます。 

• インフラストラクチャで無線 LAN 接続する場合、ステーションび自動的に無線 LAN アクセ 
スポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を□ーミングする場合は、 
ステーションび必要に応じて自動的にチャネルを切り替えます。無線 LAN アクセスポイント 
の設定チャネルちこの範囲にする必要びあります。 






















回無線 LAN について 


I r まミ編亂 AN5GHZ ち効無効ッ-ル J につぃて _ 

* IEEE 80 吕 .1 labg モジユール内蔵モデルの場合 

電波法により、已 GHz 帯無線 LAN の屋外での使用は禁止されています。 

そのため、屋外で無線 LAN を使用する場合には、「東芝無線 LAN 已 GHz 有効無効ツール」で 
已 GHz の周波数帯域を OFF にしたうえで使用してください。 


I [スタート]ボタン（恒 n 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ネットワーク]一撫線 LAN 已 GHz 有効無効ツール]をクリック 
する 

[東芝無線 LAN 5 GHZ 有効無効ツール]画面び表おされます。 



[OFF] ボタンをクリックし①、[閉じる]ボタンをクリックする⑨ 



已 GHz の周波数帯域び OFF になります。 


反^ メモ_ 

•屋内で已 GHz の周波数帯域を使用する場合は、手順0で [ ON ] ボタンをク U ックし、已 GHz の周波 
数帯域を ON にしてください。 
































